


         

 

図面番号 図     面     内     容 縮尺 図面番号 図     面     内     容 縮尺 図面番号 図     面     内     容 縮尺 図面番号 図     面     内     容 縮尺

E-3201 図面リスト  NO SCALE E-3249 非常放送・競馬実況放送設備  既設1号開催本部棟 ピット平面図 1/100     

E-3202 工事概要書  NO SCALE E-3250 非常放送・競馬実況放送設備  既設1号開催本部棟 1・2階平面図 1/100     

E-3203 共通特記仕様書  NO SCALE E-3251 非常放送・競馬実況放送設備  既設1号開催本部棟 3・R階平面図 1/100     

E-3204 特記仕様書  （２） NO SCALE       

E-3205 特記仕様書  （３） NO SCALE E-3261 自動火災報知設備  凡例・注記・系統図 NO SCALE     

E-3206 特記仕様書  （４） NO SCALE E-3262 自動火災報知設備  1階平面図 1/100     

E-3207 特記仕様書  （５） NO SCALE E-3263 自動火災報知設備  2階平面図 1/100     

E-3208 特記仕様書  （６） NO SCALE       

E-3209 特記仕様書  （７） NO SCALE       

  E-3271 保守員・MDF室  詳細図 1/50     

E-3211 構内通信線路図  1/500 E-3272 既設組合事務所  平面図 1/100     

E-3212 構内通信線一覧表  （１） NO SCALE       

E-3213 構内通信線一覧表  （２） NO SCALE E-3281 昇降機設備詳細図－１  （仕様書） NO SCALE     

  E-3282 昇降機設備詳細図－２  （ＥＶ１） 1/50     

        

  E-3291 参考 別途インフラ 弱電設備  系統図 NO SCALE     

E-3221 構内交換設備  仕様書 NO SCALE       

E-3222 構内交換設備  系統図・端子盤表 NO SCALE       

E-3223 構内情報通信網設備  系統図 NO SCALE       

E-3224 誘導支援・入退室管理設備  系統図・機器姿図 NO SCALE       

E-3225 入退室管理設備  システム図・機器姿図 NO SCALE       

E-3226 テレビ共同受信・競馬中継用テレビ設備  系統図 NO SCALE       

E-3227 自動制御・警報設備  系統図 NO SCALE       

E-3228 弱電設備  ピット平面図 1/100       

E-3229 弱電設備  1階平面図 1/100       

E-3230 弱電設備  2階平面図 1/100       

E-3231 弱電設備  屋根伏図 1/100       

E-3232 弱電設備  既設3号スタンド 地階平面図 1/150       

E-3233 弱電設備  既設2号スタンド 地階平面図 1/100       

E-3234 弱電設備  既設発走員詰所 平面図 1/100       

E-3235 自動制御・警報設備  既設キュービクル棟 平面図 1/100       

        

E-3241 非常放送設備  システム図・機器姿図 NO SCALE       

E-3242 競馬実況放送設備  システム図 NO SCALE     

E-3243 競馬実況放送設備  機器姿図 NO SCALE       

E-3244 非常放送・競馬実況放送設備  系統図 NO SCALE       

E-3245 非常放送・競馬実況放送設備  ピット平面図 1/100       

E-3246 非常放送・競馬実況放送設備  1階平面図 1/100       

E-3247 非常放送・競馬実況放送設備  2階平面図 1/100       

        

図面リスト

NO SCALE

E-3201



×

付近見取図

１ 建 築 概 要 ４ 給排水衛生設備概要

２ 電気設備概要

３ 空気調和設備概要

no-scale

名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

KV

KVA

回線

台

方式引          込

変    圧    器

KVA

組

KVA

V

V

KVA

回線

組

V

V

V

線式

線式

V

回線

・ 手　元　　

台

台

セル

KW

相

相

Lux

・ 遠　方　　

回線

台

・ 個　別　

・ 専　用 ・ 兼　用W

・ 電池内蔵　 ・ 発電機直入　

Vセル

電  源  設  備

幹         線

監  視  制  御

負         荷

・ 電池別置　

・ 集　中　

電         話

防         災

発    電    機

蓄    電    池

C   V   C   F

照          明

動          力

設  備  容  量

基 準 部 照 明

そ    の    他

方          式

引          込

中  継  方  式

内  線  容  量

発    電    機

蓄    電    池

火 災 報 知 機

非  常  照  明

非  常  放  送

光  源  種  別

回線

電　   　　力

回線

回線

LED

単 210/1053

500

144.325

三 2103

本線予備線受電(架空引込） 6.62

7 1650

100

100

1.76V/ 95

）

・ 太陽熱　　・ DHC・ 電　気　　

KW

・ ガ　ス　　・ 灯　油　 　      （ ・ 高温水　・ 蒸　気　・ 冷　水）　　

温熱源

・ タ－ボ　　台、　・ レシプロ式　　台、　・ 吸収式　　台、　・ スクリュ－　　台　

（・ 個別式

・ 空気式

・ 空気式

・ 空気式

・ 機械排煙方式

・ 電子式

　・1種　　　・2種　　　・3種）　（

冷凍機（

・ 重　油　

　・1種　　　・2種　　　・3種）　

・ 自然排煙方式

・ 直焚冷温水機　　台、　・ ボイラ－　　台、　・ 蓄熱槽　　 　　　、　・ コレクタ－　　　　　　

・ 電気式

・ 電気式

・ 電気式

冷熱源

㎡ ㎡熱          源

制          御

換          気

排          煙

空  調  方  式
・ 個   別   式

・ 中   央   式

・ 個   別   式

・ 中   央   式

エ ネ ル ギ ー

装          置

総    容    量

イ ン テ リ ア

ペ リ メ ー タ ー

空          調

防 煙 ダ ン パー

方          式

制          御

・ 中央式

KW

空冷パッケージ方式（EHP）

空冷パッケージ方式（EHP）

・ 空冷式パッケージ型空調機（EHP）

225.1 73.6

60

200

杭基礎

地上2階

事務所

％

％

工  事  種  別

基  礎  地  業

主  体  構  造

建  ぺ  い  率

・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

・ S造　　　 ・ SRC造　　　 ・ RC造　　　 ・ W造

主  要  用  途

階         数

主たる外部仕上

工事着手予定年月日

敷  地  面  積

建  築  面  積

延べ面積(建築物全体)

自動車車庫等の部分

駐  車  台  数

住宅の部分・ 防火地域　　・ 準防火地域　　・ 指定なし

・ 第＊種低層住居専用　　・ 第＊種中高層住居専用

・ 第１種住居　　・ 準住居　　・ 近隣商業　　・ 商業

埼玉県さいたま市南区大谷場一丁目8番42号  埼玉県浦和競馬組合

工  事  名  称

工  事  場  所

建築主住所氏名

用  途  地  域

防  火  地  域

・ さいたま都市計画区域内

（ ・ 市街化区域　　・ 市街化調整区域　　・ 区域区分非設定 ）

・ 準都市計画区域内　　・ 都市計画区域及び準都市計画区域外

都市計画区域及び

準都市計画区域の

内外の別等

・ 準工業　　・ 工業　　・ 工業専用　　・ 無指定

その他の区域、地域、

法的な技術対応

地区又は街区

法 定 容 積 率

法 定 建ぺい 率

・ 用途変更　　・ 大規模の修繕　　・ 大規模の模様替え

工事完了予定年月日

地階の住宅の部分

昇降路の部分

延べ面積(容積対象)

容    積    率

建 築 物　の　数

台0

申請に係る建築物の数 同一敷地内の他の建築物の数5 50

最 高　の　高 さ

最高の軒の高さ

m（平均地盤面より）

m（平均地盤面より）

特例の適用の有無

特例の区分

建築基準法第５６条第７項の規定による特例の適用の有無

適用があるときは、特例の区分

・ 有　　・ 無

・ 道路高さ制限不適用    ・ 隣地高さ制限不適用    ・ 北側高さ制限不適用

許可・認定等

耐火・準耐火建築物

防火対象物の用途区分

・ 耐火建築物　 ・ 準耐火建築物　 ・その他

平均地盤面の高さ

設 計 地 盤 面 m（設計GLの高さ）

基   準   階

主 な ス パ ン

基  礎  下  端

m

㎡

m

そ   の   他 - 戸・ 住戸数

- 室・ 客室数 - 床・ ベッド数

- 人・収容人数

天井高 m階高

面積

共同住宅の共用の廊下等の部分

10.01

8.86

TP+11.54

TP+11.40

m

1FL-2.16

-

- -

第1種住居エリア：高度地区(20m)、景観誘導区域、下水道処理区域

無指定エリア(過半)：都市計画公園(浦和記念公園)、景観誘導区域、下水道処理区域

埼玉県さいたま市南区大谷場一丁目8番42号

( 申請部分 ) ( 合計 )

㎡

㎡ ㎡

％

㎡ ㎡

- ㎡ - ㎡

㎡ 73.29 ㎡

㎡ ㎡

- ㎡ - ㎡

㎡

- 134.58

- ㎡ - ㎡

14.74 ％

21,754.34

994.85

7.11

147,658.78

5.5×6.7

(申請以外の部分)

9,591.15 ㎡

20,474.17 ㎡

- ㎡

61.99 ㎡

㎡

- ㎡

134.58

- ㎡

当該建物以外 )
( 申請部分

㎡391.46

493.19

507.87 10,490.48

台711台711

11.30

21,962.21

m

（申請部分983.55㎡,申請部分当該建築以外：493.19㎡）

（申請以外の部分：20,277.60㎡）

・ 重力給水

基（ピット利用）

）

　基

ｍｍ

・ 雑用水

・ 直結給水　

×

）

・ 雑用水 ×

・ ポンプ圧送

基）

 ・ 泡消火

）

 ・ 粉末消火

基

引込口径

組

 ・ 蒸気 ・ 電気

本立

基

×

・雑用水

　・ ガス　・ 灯油

kg ボンベ

×

・ 合　流（ ・ 地上階　 ・ 地下階）、

・ 下水道放流（ ・ 汚水　 ・ 雑用水　 ・ 雨水）、　 ・ 浄化槽（

水          源

受    水    槽

屋  外  排  水

・ 都 市 ガ ス

屋  内  排  水

・ プ ロ パ ン

・ 個   別   式

・ 中   央   式

高  置  水  槽

引込口径（中圧　　　　　ｍｍ）

・上　水　

上　水

上　水

熱　源（　・ 重油

 ・ 消防水利（　　　　　） ・ 炭酸ガス消火

 ・ 連結送水管  ・ 連結散水

 ・ 消防用水（　　　　　

・ 屋内消火栓

・ ハロゲン化物消火

 ・ 屋外消火栓

 ・ ソ－ラ－）、  ・ 貯湯式　　 ・ 瞬間式　　 ・ 循環式　　　

 ・ ソ－ラ－）、貯湯槽（　　　

 ・ 分　流（ ・ 地上階　 ・ 地下階）、　 ・ 再利用装置（ ・有　 ・無）

（低圧　　　　　ｍｍ）、　発熱量（

 ・ スプリンクラ－消火

 ・ 蒸気 ・ 電気　・ ガス　・ 灯油熱　源（　・ 重油

給          水

給          湯

排          水

ガ          ス

消          火

100

（将来対応） ・ 不活性ガス消火

m 3

m 3

m 3

m 3

m 3

m 3m 3

計画地

N

JR東北本線

JR武蔵野線

浦和駅

南浦和駅

浦和競馬場設備棟弱電設備工事

令和　４年　１０月３１日

E-3202浦和競馬場設備棟弱電設備工事
工事概要書
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名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区

分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

各工事共通特記仕様書

１ 工事概要

３ 工事区分一覧表 

(付加)

２ 表記

建築

電気設備

昇降機設備

機械類

屋外施設

・ ・

含む別途

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

工　事　範　囲

含む別途

・ ・

・ ・

・ ・

工作物

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

仮設

土工・地業

躯体

外部仕上げ

内部仕上げ

植樹・造園

舗装

駐車場関連工事

擁壁

エレベーター

エスカレーター

小荷物専用昇降機

機械駐車

ゴンドラ設備

搬送設備

ゴミ処理施設

電灯設備

動力設備

電熱設備

接地設備

幹線設備

雷保護設備

航空障害灯等設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

自動火災報知設備

自動閉鎖設備

非常警報設備

ガス漏れ火災警報設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

構内配電線路設備

構内通信線路設備

テレビ電波障害防除設備

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房機器設備

ガス設備

看板

広告板

広告鉄塔

ネオン

遊戯施設

独立煙突

浄化槽（躯体）

旗竿

ファーリング

衛生器具設備

・ ・

消火器

・ ・カーテン・ブラインド

電気自動車充電設備

・ ・

・ ・

雨水排水設備

・ ・

敷地造成

整地

在来建物移設

工作物移設

樹木移植

解体工事

在来基礎撤去

埋設物撤去

工作物撤去

敷地造成

移設

解体・撤去

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

含む別途

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

工　事　範　囲

・ ・

含む別途

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

工　事　範　囲 工　事　範　囲

電気設備

含む別途 含む別途

工　事　範　囲 工　事　範　囲

工　事　範　囲

含む別途含む別途

工　事　範　囲

・

・

・

・・

（別途工事）

（別途工事）（別途工事）

エレベーター

工事名称

工事場所 埼玉県さいたま市南区大谷場一丁目８番４２号

敷地面積

工事種目 設備棟　　　用途：事務所　　　　　主体構造：鉄骨造

工事範囲

工期

別契約の関連工事 ・

空気調和

設備

給排水衛生

設備

147,658.78㎡

各工事間の工事区分は以下の表による。

建築 電気 空調給排水昇降機

※

建築 電気 空調給排水昇降機 備    考

備    考

搬入後の閉鎖も含む

建築躯体に係わるもの

煙突までの煙道は各設備工事

スリーブと補強を含む

補強は建築工事

補強は建築工事

補強は建築工事

シーリング及び仕上げは建築工事

機器付帯のデッキ類は各工事

アンカーボルトは各設備工事

乾燥砂を含む

図示による

防水・断熱共

電飾工事がある場合、一次側配

線は電気工事とする

その他蓋、及び桝は各工事

各種製作金物

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※

※

※ ※ ※

※

※

墨出しは電気設備工事

躯体は建築工事

自家発室内は電気工事

一次側電源は電気工事

基礎及び特殊なものは建築工事

配管配線,煙感知器及び連動装

置は電気工事

特殊なものは建築工事

一次側電源は電気工事

※

※

※

※

※

※

※

※ ※ ※ ※

※

建築 電気 空調給排水昇降機 備    考

墨出しは空気調和設備工事

配管配線共空調工事

機器廻り2次側配管配線は空調工事

AC200V

制御監視,電源供給は電気工事

吹出口,点検口を含む

防鳥網含む,特殊なものは建築工事

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

建築 電気 空調給排水昇降機 備    考

配管配線は電気工事

※

※

※

※

※

※

※

※

※

建築 電気 空調給排水昇降機 備    考

開口補強,墨出しを含む

開口補強,墨出しを含む

開口補強,墨出しを含む

仕上は建築工事

電源は電気工事

防錆処理を含む

工事区分は図示

昇降路外の配管は電気工事

昇降路内,機械室を含む

中央監視盤まで

昇降路外の配管は電気工事

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

チャンバーの接続は設備工事

防火区画・防煙区画

※

※ ※ ※ ※

※

※ ※

※

※ 基礎・架台は図示

基礎・架台は建築工事※

一次側配線・配管は電気工事※※

※

※

※・

※

・

・・

誘導手すりは建築工事

※

・

機械室床,機械据付用穴あけ

3方枠等の取付と穴埋め

機械室の冷房・換気設備

動力,照明,非常灯の電源引込み

監視盤の取付及び配線

煙感知器設備

地震計より昇降路内への配管

昇降路内の端子盤

エスカレーター用天井吊フック

カゴ壁保護マット

ピット点検用タラップ

IH,流し（トラップ共）

湯沸器,冷水器

雨樋

ルーフドレインと集水桝

フロートスイッチ及び取付工事

電極棒及びピット（蓋共）

洗面台上部の鏡及び化粧棚

ガス圧ダンパーのピストン

屋外汚水排水設備

屋外雨水排水設備

下水本管への接続

池・噴水

天井埋込み器具の穴あけと補強

ファンコイル用電源工事

ファンコイル用手元調整器

自動制御関係計器類

自動制御関係制御盤への電源供給

機械排煙の排煙口装置

外壁ガラリ

ベントキャップ

外壁ガラリ用チャンバー

外壁ガラリのチャンバー用付け枠

天井埋込み器具の穴あけと補強

自家発オイルタンクの配管

自家発冷却水配管工事

シャッター,ドア及び回転扉

避雷針のポール

防火ドア,防火シャッター及び

防排煙用建具（煙感連動）

外灯支柱の基礎

インバータ装置

太陽光発電設備・装置

電気自動車充電設備

屋外駐車場関連工事

機械搬入口の設置

基礎梁,鉄骨梁,水槽壁の貫通

埋込み箇所のはつり,補修

外壁貫通スリーブ

点検口,タラップ,梯子類

メンテナンス用デッキ類

天井,壁,床の点検口と補強

壁取付器具の下地補強

機械基礎コンクリート

かさ上げコンクリート

機械類の支持金物,配管等の塗装

ALC板,PC板と石及び金属板等の

穴あけと穴埋め補修

埋設オイルタンクの躯体工事

躯体蓄熱槽

サイン

墨出し

外構のマンホールの化粧蓋

側雷対策

ウェザーカバー

消火器

躯体貫通孔の穴埋め

機械搬入用ﾋﾞｰﾑ,ﾌｯｸ,ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ等

煙突工事（ﾎﾞｲﾗｰ,自家発用）

床,壁,RC梁のｽﾘｰﾌﾞ

盤及び消火栓ﾎﾞｯｸｽ等の型枠入れ

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ,ｶﾞｿﾘﾝﾄﾗｯﾌﾟ

基準墨・昇降機関係は建築工事

ﾎﾞｲﾗｰ,冷凍機への電源配管配線

隠ぺい,窓下ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄｶﾊﾞｰ

監視盤等ﾍの配管配線は図示による

ｱｰｽ付

防鳥網,ﾀﾞｸﾄ接続の場合ﾌﾗﾝｼﾞ共

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙの場合は建築工事

電極ﾘﾚｰ及び配管配線は電気工事

出入口,ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ,押ﾎﾞﾀﾝの穴あけ

機械室内配線ﾀﾞｸﾄの穴あけ

非常放送の配線引込みとｱｰｽ工事

中間ﾋﾞｰﾑ,ﾚｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ,敷居受ﾋﾞｰﾑ

及びﾎﾟｽﾄｱﾝｸﾞﾙ,支持ﾌﾟﾚｰﾄ

機械室,ピット内ｺﾝｾﾝﾄ工事

平常,非常電源識別ﾘﾚｰの接点供給

監視操作用とｲﾝﾀｰﾎﾝ用配管配線

及びｲﾝﾀｰﾎﾝ

油圧ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ用冷房，換気設備

昇降路内,ｶｺﾞ内は昇降機工事

2020.09.14 日本設計建築工事特記仕様書 2019-Ver.1

備    考建築 電気 空調給排水昇降機

1.2節　工事関係図書 

1.7節　完成図等

(付加)

６ 図書等

・

・ ・

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※

・

(付加)

・ ・

・ ・

・ ・ ・

４ 構造設計一級建築士、設備設計一級建築士の関与有無 

受注者が着工時又は施工中に監督員へ提出する図書及び部数は以下のとおりとする。

部　数

建築 電気 空調 給排水昇降機

建築 電気 空調 給排水昇降機

部　数

設計図面のA2製本（A1版糊付）

設計図面のA4製本（A3版縮小糊付指定様式）

CDもしくはDVD

下記の令和2年版

1

受注者が着工時又は施工中に発注者へ提出する図書及び部数は以下のとおりとする。

５ 構造体の耐震性能等

保守管理参考資料を含む

取扱い説明書

試験成績表（調整データを含む）

官公署届出書類

専門業者・製造者等一覧表

中長期保全計画書

建築、電気、機械、その他

建築、電気、機械、その他

※ 作成しない  ・ 作成する

部 数 

建築物等の利用に関する説明書

2

2

2

2

※

※

※

※

※

工作物

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1 1

1 1 1 1 1

1 1 1 1 1

1

埼玉県建築工事特別共通仕様書

埼玉県電気設備工事特別共通仕様書

埼玉県機械設備工事特別共通仕様書

1.8節　その他

基本料金

使用料金

基本料金

使用料金

基本料金

使用料金

基本料金

使用料金

基本料金

使用料金

(1)発注者事務所は建築工事に　　( ※ 含む　　・ 含まない )

(2)監督員事務所は建築工事に　　( ※ 含む　　・ 含まない )

(3)工事用看板は建築工事に　　　( ※ 含む　　・ 含まない )

(4)竣工後のエネルギー調査

 　※ 実施しない

 　・ 実施する

(5)着工から竣工までの電気主任技術者費用を本工事に　　( ・ 含む　　・ 含まない )

また、工事に着手する時までには主任技術者を選任し、その選任された主任技術者の監督の下で、

工事を進めること。

工事用電力・工事用水等はすべて本工事に含む

各種インフラ引込み負担金は本工事に　※ 含まない

                                  　・ 含む（・ 建築　・ 電気　・ 空調　・給排水　・  　　）

監督員の指示により埼玉県建築工事監督要綱別表第1に示す書類を提出する

完成図等の種類及び記入内容

　※完成(竣工)図（※監督員が設定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）

　※施工図（※構造躯体　・　）

　※施工計画書（総合、工種別とも）

作成方法及び原図のサイズ

　完成（竣工）図　※A1二つ折り製本1部　

　施工図　　　　　※A1二つ折り製本1部　

　施工計画書　　　※ファイル等

　完成写真（埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成する）

　　埼玉県電子納品運用ガイドライン　※適用する（CD-R又はDVD-Rで1部提出）　・適用しない

　　撮影者　※監督員の承諾する撮影者　

　　撮影箇所　※外部（10） ※内部（）

　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるよう撮影する

　　　　　　　・埼玉県工事写真作成要領別表4

　　写真の大きさ　※カラーキャビネ版　・カラー全紙パネル

　　写真の大きさ　・監督員の指示による　

　　外部全景完成写真及びカラースライドの提出時期　

図面情報電子媒体　※CD-R又はDVD-R、1部　

　　CADデータ　※SXF（sfc） ・DXF　・JWW

　　（埼玉県建築工事情報電子化媒体作成要領による。CADデータのバージョンは監督員と協議する。）

施設CADデータ　　※更新して提出　・提出しない

　　

工事中監理事務所に常備

する図書

(付加)

着工時又は施工中の提出

図書等

(付加)

電力

上下水

中水

都市ガス

DHC

※ 有（・ 設計者　　　・ 法適合確認）　　　・ 無

※ 有（・ 設計者　　　・ 法適合確認）　　　・ 無

上記のほか、工事約款の定めによるもの。

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

建築工事監理指針

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

電気設備工事監理指針

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

機械設備工事監理指針

設計図書

工事用図書

検査用図書（完成図）

請負代金内訳書及び工程表（工事約款第3条）

 　 １　部

 　 １　部

　  １　部

　　１　部

 縮小製本

 原本

監理事務所保管

建築基準法第6条又は第6条の2による建築等

の確認及び計画の変更に関する申請書及び

確認済証（同法第88条での準用も含む）

（スキャン画像もしくはPDFファイル）

(1) 完成図　　　※ 受注者が作成する　　　・　　　　　

(3)画像データ及びCADデータ、その他データ媒体はCD-R、DVD-Rを使用する

(4)完成図の保管場所（納品）は発注者の指示による

耐震天井の応答倍率の指

定

家具の転倒等防止対策、および（　・ 耐震天井 　　・ カーテンウォール     ・　　　　　　　　）

の耐震性能を設定する場合に以下の値を用いる。

　　１）１次固有周期　X方向：（　0.616）秒、Y方向：（　0.616）秒

・ 時刻歴応答解析あるいは限界耐力計算による構造体の性能

　　２）中地震時の最大フロアレスポンスと最大層間変形角

　　　　　水平（　　）G、上下（　　）G、層間変形角　1/（　　）

　　３）大地震時の最大フロアレスポンスと最大層間変形角

　　　　　水平（　　）G、上下（　　）G、層間変形角　1/（　　）

・ 保有水平耐力計算あるいは許容応力度等計算による構造体の性能

　　２）中地震時の最大加速度と追従すべき層間変形角

　　　　　水平（ 0.5）G、上下（ ・ 1.0　※ 0.5　・　　　）G、

　　　　　層間変形角　※ 1/200　・ 1/300　・ 1/400　・ 1/（　　　）

　　３）大地震時の最大加速度と追従すべき層間変形角

　　　　　水平（ 1.0）G、上下（ ・ 1.0　※ 0.5　・　　　）G、

　　　　　層間変形角　※ 1/100　・ 1/200　・ 1/（　　　）　　　

耐震天井の設計用地震力算定用の応答倍率は以下とする。

　　４）応答倍率　・ 2.0　・ 1.5　・ 1.0　・（　　　）

使用した仕様書（監理指針を除く）は全て、完成図の一部として、引渡し時に発注者に納品

                                                                         （※しない・する）

(1)保全に関する資料　　　　※ 受注者が作成する　　　(置換)

「建築物等の利用に関する説明書」は、国土交通省「「建築物等の利用に関する説明書」作成の手引

き及び作成例」による

・下請け契約　※全体及び県内に分け、契約部及び契約金額の総額を提出する。(追加)

(付加)

(付加)

(付加) ・浦和競馬場内での業務中は、「さわやか浦和競馬あいさつ運動」として、相手が誰であっ

てもあいさつを率先して行うこと。

(付加)

エスカレータ保護板･落下防止板

●表記規則

●各工事共通

●電気設備関係

●空気調和設備関係

●昇降機設備関係

(付加)

(1)各工事共通特記仕様書は、1章一般共通事項から建築工事、電気設備工事、空調（空気調和）設備

工事、給排水（給排水衛生）設備工事、昇降機設備工事の共通項目をまとめたものである。

(2)各特記の項目については ● の付いたものを適用し、○ の付いたものは適用しない。

(3)特記事項は

(4)6図書等の1.2節、1.7節で表示されている章．節．項番号は国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公

共建築工事標準仕様書（建築工事編）(平成31年版)」(以下「標仕」という)の当該番号を示す。

(5)6図書等の1.2節、1.7節で（）内で表示されている番号・記号は「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(6)(付加)は、標仕に追加して適用されたものを示す。

(7)(置換)は該当する標仕の項目は削除し、当該項目を代替して適用することを示す。

(8)(削除)は該当する標仕の項目は削除し、代替する項目は設けないことを示す。

　 (ｱ) ・ 印の付いたものを適用する。

　 (ｲ) ・ 印の付かない場合は、 ※ 印の付いたものを適用する。

　 (ｳ) ・ 印と ※ 印の場合は ・ を適用し ※ は適用しない。

　 (ｴ) ・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。

●給排水衛生設備関係

の電力･水道・ガス･DHC 　

●本設切替以降引渡しまで

使用料金

●その他

●設備設計一級建築士

●構造設計一級建築士

●構造体の耐震性能

●1.2.5

完成時の提出図書

完成図等

●1.7.1(1.6.1)

●1.7.2(1.6.2～3)

●1.7.3

保全に関する資料

●その他

●1.8.1

挨拶

E-3203

浦和競馬場設備棟弱電設備工事

契約日 ～ R5年10月31日

共通特記仕様書

NO SCALE

浦和競馬場設備棟弱電設備工事















北門警備室

※3

A1:1/500 A3:1/1000

構内通信線路図
E-3211

VTR室

HUB

光整端箱

HUB

タイムカード

Ｏ
光カメラケーブルx４

T

タイムカード

光８芯
光整端箱

光カメラケーブル中継器

NTT・KDDI屋上アンテナ

競馬システム

Ｍ＋Ｎ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

備　　　考名　　　　称記　　号

凡　　例

地中埋設配管・配線

架空配線

露出配管・配線（FEP管ころがし）

弱電端子盤

プルボックス

いんぺい配管・配線

業務館

正門

インターホン子機

30P

TEL

内線電話：CCP0.5-３０P

実況放送：CPEV1.2-３P

検体採取所棟

　 1階管検量室分配器

至 2階組合番組事務所

仮設 構内情報通信網設備用空配管：　　　　（FEP30）C

仮設 構内交換設備：EM-CCP-P0.5-10P（FEP30）

仮設 構内情報通信網設備用空配管：　　　　（FEP30）C

競馬中継用テレビ設備：EM-S-7C-FB（FEP30）

着順モニター設備EM-S-5C-FBx1(別途工事)用空配管：　　　　（FEP30）

仮設 山口シネマ(検体採取所端子盤～業務館2階組合番組事務所)

仮設 富士通フロンテック(検体採取所端子盤～業務館1階管検量室分配器)

C

正門タイムカード：EM-CPEE0.65-4C（FEP30）

正門タイムカード：EM-FCPEE0.65-4C（FEP30）

Ｊ（露出）

Ｊ'

弱電端子盤 既設

発走員詰所工事

Ｊ（露出）

Ｊ''

発走員詰所

検体採取所棟工事の分電盤

L-KEN-1-1に接続

仮設 構内交換設備

端子盤 既設予備端子30Pに接続

注　　記

弱電用空配管：　　　　（FEP50）x1C

引替用空配管：　　　　（FEP50）x1C

EM-FCPEE0.65-5P（PF22）

発走員詰所 構内交換設備

TEL

TEL

電　話：CCP0.5-2P

電　話：CCP0.5-2P

電　話：CCP0.5-5P

電　話：CCP0.5-5P

テレビ：7C-HD

TVカメラ室

Ｊ（架空）

Ｊ（架空）

　C部　配線（地中埋設）

　Ｈ部　配線（架空線）

　Ｇ部　配線（架空線）

　Ｆ部　配線（地中埋設）

　Ｅ部　配線（地中埋設）

　Ｄ部　配線（地中埋設）

　Ｌ部　配線（地中埋設）

　Ｋ部　配線（３号～1号館）（いんぺい）

　Ｊ部　配線（露出）

　Ｉ部　配線（架空線）

　Ｎ部　配線　1号・3号～馬場内へ（地中埋設）

　Ｍ部　配線　3号館～1号館（地中埋設）

　T部　配線　1号館～パドック・装鞍所（露出）

　Ｓ部　配線　1号館～業務館（露出）

　Ｒ部　配線　1号館～売店（露出）

　Ｑ部　配線　1号館～売店他（地中埋設）

　Ｐ部　配線　1号館～売店（地中埋設）

　Ｏ部　配線　1号VTR室～カメラ室他（地中埋設）

　Ｂ部　配線（組合事務所～各棟へ）（架空線）

　Ａ部　配線（組合事務所へ）（いんぺい）

HP1.2-50Px4 3号自火報（3号B1-T）

HP1.2-30P 3号非常放送（3号B1-T）

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

CCP0.5-100P 3号B1階交換室IDF（電話）

CCP0.5-10P 3・4コーナーPHS

7C-FB 3号B1-T 地デジ放送(一般テレビ)

7C-FB 3号B1-T 競馬中継テレビ

CPEV0.65-4C 正門・業務館・北門タイムカード

EM-HP1.2-10Px4 2号館自火報

EM-HP1.2-25P 2号館非常放送

GIケーブル（マルチモード4芯）カードリーダ

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

HP1.2-50Px4 3号自火報（3号B1-T）

HP1.2-30P 3号非常放送（3号B1-T）

HP1.2-10P 売店他 自火報・非常放送（売店端子盤）

CCP0.5-100P 3号B1階交換室IDF（電話）

CCP0.5-10P 3・4コーナーPHS

7C-FB 3号B1-T 地デジ放送(一般テレビ)

7C-FB 3号B1-T 競馬中継テレビ

CPEV0.65-4C 正門・業務館・北門タイムカード

EM-HP1.2-10Px4 2号館自火報

EM-HP1.2-25P 2号館非常放送

GIケーブル（マルチモード4芯）カードリーダ

HP1.2-50Px4 3号自火報（3号B1-T）

HP1.2-30P 3号非常放送（3号B1-T）

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

NTT光ケーブル100芯 南関東競馬システム

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

CPEV0.65-2C 守衛所～組合事務所インターホン

CCP0.5-100P 3号B1階交換室IDF（電話）

7C-FB 3号B1-T 地デジ放送(一般テレビ)

7C-FB 3号B1-T 競馬中継テレビ

CCP0.5-100P 3号B1階交換室IDF（電話）

7C-FB 3号B1-T 地デジ放送(一般テレビ)

7C-FB 3号B1-T 競馬中継テレビ

EM-HP1.2-10Px4 2号館自火報

EM-HP1.2-25P 2号館非常放送

GIケーブル（マルチモード4芯）カードリーダ

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

EM-HP1.2-10Px4 2号館自火報

EM-HP1.2-25P 2号館非常放送

GIケーブル（マルチモード4芯）カードリーダ

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

CPEV0.65-4C 正門・業務館タイムカード

NTT光ケーブル100芯 南関東競馬システム

KDDI光ケーブル100芯 南関東競馬システム

NTT光ケーブル100芯 3号屋上アンテナ

KDDI光ケーブル100芯 UQ・AU屋上アンテナ

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

CPEV0.65-4C 正門・業務館タイムカード

LANケーブル 入場ゲート・指定席管理システム

NTT光ケーブル100芯 南関東競馬システム

KDDI光ケーブル100芯 南関東競馬システム

NTT光ケーブル100芯 3号屋上アンテナ

KDDI光ケーブル100芯 UQ・AU屋上アンテナ

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

CPEV0.65-4C 正門・業務館タイムカード

CPEV1.2-2C 外部スピーカ

LANケーブルx2 入場ゲート・指定席管理システム

NTT光ケーブル100芯 南関東競馬システム

KDDI光ケーブル100芯 南関東競馬システム

NTT光ケーブル100芯 3号屋上アンテナ

KDDI光ケーブル100芯 UQ・AU屋上アンテナ

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

EM-FCPEE0.65-4C 正門・業務館タイムカード

LANケーブル 入場ゲート・指定席管理システム

EM-FCPEE0.65-20P 内線電話（売店端子盤）

CCP0.5-100Px2 3号B1階交換室IDF～1号MDF

L-4E6ATx8 3号保守員室～1号端子盤 マイクケーブル

L-4E6ATx5 3号VTR室～1号端子盤 マイクケーブル

光ケーブルx2 3号～1号VTR室 カメラ

光ケーブル8芯x3 3号～1号・パドック・アーケード 監視カメラ

CPEV1.2-3P 3号VTR室～パドックカメラ室リモコンスイッチ

EM-HP1.2-10Px4 2号自火報（組合事務所）

EM-HP1.2-25P 2号非常放送（組合事務所）

GIケーブル（マルチモード4芯）カードリーダ

光ケーブル 3号TV室～馬場内ウィナーズサークルカメラ

CCP0.5-100Px2 3号B1階交換室IDF～1号MDF

L-4E6ATx8 3号保守員室～1号端子盤 マイクケーブル

L-4E6ATx5 3号VTR室～1号端子盤 マイクケーブル

CPEV1.2-3P 3号VTR室～パドックカメラ室

光ケーブルx2 3号～1号VTR室 カメラ

光ケーブル 3号TV室～馬場内ウィナーズサークルカメラ

HP1.2-20Px2 1号端子盤～組合事務所 自火報・非常放送

光ケーブルx4 3・4コーナーカメラ室 カメラ

CPEV1.2-2C 屋外スピーカ

L-4E6AT 1号実況放送室～ウィナーズサークルマイクケーブル

光ケーブル8芯x3 3号～1号・パドック・アーケード 監視カメラ

CPEV1.2-3P 3号VTR室～パドックカメラ室リモコンスイッチ

光ケーブル 3号TV室～馬場内ウィナーズサークルカメラ

光ケーブル パドックカメラ室 カメラ

7C-HD 売店関連競馬中継

CPEV1.2-3P 3号VTR室～パドックカメラ室リモコンスイッチ

CPEV0.65-4C 業務館～正門タイムカード

LANケーブル 正門入退出管理システム～自警本部室

光ケーブル8芯x2 3号～パドック・アーケード 監視カメラ

CPEV1.2-2P 外部スピーカ

光ケーブル パドックカメラ室 カメラ

7C-HD 売店関連競馬中継

EM-FCPEE1.2-3P 3号VTR室～パドックカメラ室リモコンスイッチ

CPEV0.65-4C（撤去） 業務館～正門タイムカード

LANケーブル 正門入退出管理システム～自警本部室

光ケーブル8芯x2 3号～パドック・アーケード 監視カメラ

EM-FCPEE1.2-2P 外部スピーカ

EM-FCPEE1.2-4C 3号館～正門バス停 インターホン

7C-HD 売店関連競馬中継

CPEV0.65-4C（撤去） 業務館～正門タイムカード

EM-FCPEE1.2-2P 外部スピーカ

EM-FCPEE1.2-4C 3号館～正門バス停 インターホン

LANケーブル 正門入退出管理システム～売店HUB

光ケーブル8芯 3号～アーケード 監視カメラ

光ケーブル8芯 業務館競馬実況放送テレビ

CCP0.5-50P 業務館・検体所関連電話

HP1.2-5P 業務館 非常放送・自火報

7C-HD 装鞍所 競馬実況放送

CCP0.5-50P パドック PHS・電話関連

7C-HD 下見所・警備室 競馬実況放送

7C-HD 売店関連競馬中継

CPEV0.65-4C 業務館～正門タイムカード

LANケーブル 正門入退出管理システム～売店HUB

CPEV0.65-4C 業務館～正門タイムカード

光ケーブルx4 1・2コーナータワー カメラ

CCP0.5-50P 業務館・検体所関連電話

光ケーブル 1号VTR室～屋上HSカメラ室 監視カメラ

CPEV1.2-4C

　Ｊ''部　配線（既設いんぺい配管）

　Ｊ'部　配線（既設いんぺい配管）

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

EM-FCPEE1.2-3P 外部スピーカ

EM-FCPEE0.65-20P 内線電話（売店端子盤）

EM-FCPEE0.65-4C 正門・業務館タイムカード

LANケーブル 入場ゲート・指定席管理システム

EM-FCPEE0.65-5P 発走員詰所 構内交換設備

EM-S-7C-FB 発走員詰所 競馬中継用テレビ設備

　Ｊ部　配線（露出）（FEP50）x3

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

EM-FCPEE-20P 内線電話（売店端子盤）

EM-FCPEE0.65-4C 正門・業務館タイムカード

EM-FCPEE0.65-5P 発走員詰所 構内交換設備

EM-S-7C-FB 発走員詰所 競馬中継用テレビ設備

　Ｊ部　配線（架空）

HP1.2-10P 売店他自火報・非常放送（売店端子盤）

EM-FCPEE1.2-3P 外部スピーカ

EM-FCPEE0.65-20P 内線電話（売店端子盤）

EM-FCPEE0.65-4C 正門・業務館タイムカード

EM-FCPEE0.65-5P 発走員詰所 構内交換設備

EM-S-7C-FB 発走員詰所 競馬中継用テレビ設備

P（既設配管）

Ｑ（既設配管）

30m

CPEV0.65-4C（既設配管）
業務館～正門タイムカード

至業務館

カメラ：光ケーブルx4 カメラ：光ケーブルx4 放送：CPEV1.2-2C 放送：CPEV1.2-2C

カメラ：光ケーブルx4
PHS：CPEV0.65-10P

Ｒ

C

C

Ｇ

CPEV0.65-10P

CPEV0.65-4Cx2

同軸 7C-HD

Ａ

Ｂ

C

Ｅ

Ｄ

Ｈ

Ｉ

Ｎ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｋ

カメラ：光ケーブルx4
カメラ：光ケーブル整端箱

PCタイムカード
北門

分配器

CPEV0.65-2C

NTT光ケーブル100芯

B1階CR配線

B1階CR配線

CPEV1.2-2P

入退場LAN：CPEV0.65-2P

カメラ：光ケーブルx1

Ｒ

カメラ：光ケーブル
カメラ：CV5.5°-3C

既設,別途工事

ホーン型スピーカ

監視カメラ

既設

既設 2．発走員詰所側の柵撤去に伴う、配管の切廻しを行う。

1．図中の細線は既設を示し、太線は新設を示す。

備　　　考名　　　　称記　　号

ハンドホール H2-9 R20K-60

通信引込み 引込柱 CP=12m

（電力・通信引込み共架）

※Ａ

以降、弱電設備 屋根伏図参照

ピット平面図参照

以降、弱電設備

以降、既設組合事務所へ

CP=12m
（電力・通信引込み共架）

根かせ・支線・装柱材共

ピット平面図参照

ピット平面図参照

以降、弱電設備

以降、弱電設備

既設埋設配管再使用

内線電話：CCP0.5-３０P

実況放送：CPEV1.2-３P

NTT・KDDI南関東

接続のこと。

1号開催本部棟 T-1へ

5．地中埋設配管上部には、ケーブル埋設標及び埋設シートを見込むこと。

6．地中埋設配管の管相互の離隔は、適正な距離をとること。

7．地中埋設配管は十分に水勾配を考慮した施工とすること。3．配線撤去部の埋設配管は残置とする。

4．図中の配管・配線サイズおよび種別は、構内配電線一覧表参照とする。

既設配管

(FEP30)×2

※既設配管と新設配管を接続

発走員詰所

※1

※3

既設3号スタンド地下1階平面図参照

以降、弱電設備

既設3号スタンド地下1階平面図参照

以降、弱電設備

既設2号スタンド地下1階平面図参照

以降、弱電設備

埋設標

※4

※4

5階テレビリモコンスイッチ

※2'

※2

※2

※2,4

※2,4

※2,4

※12

※12

※13
※14

※15

※4

※5

※5

※6 ※6 ※6

※7

※7'

※7

※7

※8 ※8

※8
※9

※10

※11

※15

埋

埋
埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋
埋 埋

埋

埋

埋
埋

埋
埋

埋

埋埋

埋

埋

T-KEN-1-1

T-HAS-1-1

T-HAS-1-1

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正
図面

番号

特

記

納品図書

設計埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

競馬組合事務所

馬主会館

車庫
馬頭観音

稲荷

タンク

電話
BOX

As

As

g

As

E

止

建築中

水

g

汚

汚

馬頭観音

北門

汚

E

E

雨

G

汚

木

E

VUφ90

M
タンク

E

雨

雨

汚

散水

バルブ

木

木

木

木

木

木

木

木木
木

汚

管

止

バルブ

木

汚

汚

M

汚

木
木

汚

木

木

木木

木

木
木

木

木

木

木

木
木

木
木

木

木 木

木
雨

汚

G

汚

木

バルブ

M

M

木木

木

汚

雨

雨

汚

木
木

木
木

水道

標

Ｍ

Ｍ

水

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

E

E

E

E

止

止

止

止

止

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

汚

C 2
-1

C3

C4

T太田窪支左8/33

汚

Ｍ水

汚

汚

汚

汚

汚

制

G

汚

E

雨

汚

止

止

汚

汚

汚

汚

汚

雨

雨

止止

汚
汚

E

雨
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※2.　　    　は、非常用発電機棟工事（別途工事）を示す。

特記事項

※3.非常用発電機棟に設置する非常用発電機設備とLP-HJ-1-1及び、
　　その高圧幹線（GR-101）と低圧幹線（GL-SE-103,GP-SE-104）の配線は
　　非常用発電機棟工事（別途工事）とする。

※4.          は、将来工事範囲を示す。
※5.          は、既設配管を示す。

※１ 続き

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区

分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名 E-3212

NO SCALE

構内通信線一覧表（１）

配線サイズ 配管 備考至

架空　メッセンジャーワイヤー30mm

自

※Ａ

配線サイズ 配管 備考

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

通信引込 メタル 50P(NTT工事)

通信引込 光8芯×1(NTT工事)

通信引込 光24芯×1(NTT工事)

通信引込

3号スタンド屋上
基地局用(NTTドコモ)

通信引込 光100芯×1(NTT工事)
NTT引込

3号スタンド5階へ
通信引込 光100芯×1(NTT工事) -設備棟（MDF-3）

設備棟（MDF-1） -

設備棟（MDF-2） -

1号開催本部棟 EM-EBT0.5-100P
設備棟（PBX）

2号スタンド EM-EBT0.5-100P

3号スタンド EM-EBT0.5-100P

発走員詰所 EM-EBT0.5-10P

※４ 続き

業務館 EM-EBT0.5-40P

北門警備室 EM-EBT0.65-5P

至

(富士通フロンテック工事)

3号スタンド
(新ＴＶ室)

1号スタンド
(ＴＶ室)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

EM-CPEES0.9-5P

設備棟

3号スタンド
トータリゼータ保守員室

EM-CPEES0.9-5P
1号スタンド
サーバー室用
インターホン

（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

1号開催本部棟

設備棟

EM-CPEE1.2-10P

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-HP1.2-10P x 6

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

L-4E6AT x 4

EM-HP1.2-10P

3号スタンド

2号スタンド 1F～4F EM-HP1.2-10P

1号スタンド用 B1F～RF

EM-AE1.2-3C x 4

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

B1階テレビ室

5Fセンター放送室

(競馬実況放送架)

1号開催本部棟付近
EM-HP1.2-5P屋外（既設スピーカー）

3号スタンド北側付近

(FEP100)

1号スタンド S-10C-HFL

2号スタンド S-10C-HFL

3号スタンド S-10C-HFL

（T-SE-2-1）

設備棟

EM-S-7C-FB発走員詰所

テレビ共同受信設備

設備棟
（T-SE-1-1）

3号スタンド
テレビ室

S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-5P

（中継器盤）
設備棟

（非常業務遠隔操作器） （既設非常業務放送架）
設備棟

EM-HP1.2-5P
北門警備室

北門警備室
（既設総合受信器盤）

(FEP100)

(地下1階 保守員室
自動制御盤)

設備棟
(2階 保守員室

3号スタンド

設備棟
(2階 保守員室 警報盤)

中央監視盤)

設備棟
EM-FCPEE-S1.2-3P×2

3号スタンド

業務館 EM-GI50/125-4C

1号スタンド EM-GI50/125-4C

EM-GI50/125-4C

(2階 保守員室 照明制御盤)

(2号スタンド・3号スタンド

照明制御盤)

2号スタンド

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

(地下1階 EPS)

3号スタンド
(地下1階 CVCF室)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

設備棟
(サーバー室)

(投票センター)

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

1号スタンド
(サーバー室)

富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

(FEP100)
×3本

(FEP100)

×2本

(FEP100)
×7本

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※２

設備棟（PBX） 発走員詰所 EM-EBT0.5-10P

北門警備室 EM-EBT0.65-5P（T-SE-2-1）

将来予備配管

設備棟
EM-S-7C-FB

（T-SE-2-1）
テレビ共同受信設備

設備棟
（T-SE-1-1） S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-5P

（中継器盤）
設備棟

（非常業務遠隔操作器） （既設非常業務放送架）
設備棟

EM-HP1.2-5P
北門警備室

北門警備室
（既設総合受信器盤）

(FEP100)

発走員詰所

発走員詰所

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

設備棟（PBX）

（T-SE-2-1）

設備棟
EM-S-7C-FB

（T-SE-2-1）

設備棟
（T-SE-1-1） S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

発走員詰所

発走員詰所

※２'

発走員詰所 EM-EBT0.5-10P

テレビ共同受信設備

構内交換設備

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

設備棟（PBX）

（T-SE-2-1）

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-5P

（中継器盤）
設備棟

（非常業務遠隔操作器） （既設非常業務放送架）
設備棟

EM-HP1.2-5P
北門警備室

北門警備室
（既設総合受信器盤）

北門警備室 EM-EBT0.65-5P 構内交換設備

(FEP100)
↓

(既存配管)

(FEP100)
↓

(既存配管)

※３

配線サイズ 配管 備考

地中埋設配管配線 GL-600

自

1号開催本部棟 EM-EBT0.5-100P
設備棟（PBX）

2号スタンド EM-EBT0.5-100P

3号スタンド EM-EBT0.5-100P

業務館 EM-EBT0.5-40P

至

※４

1号スタンド S-10C-HFL

2号スタンド S-10C-HFL

3号スタンド S-10C-HFL

（T-SE-2-1）
設備棟

※1. 配管とハンドホールは、別途工事とする。

※6.既設配管の利用にあっては、既設配管の太さを考慮し、利用本数が最適かつ、
　　最小となるよう計画すること。
　　なお、事前に計画図等を作成し、監督員の承認を受けること。

EM-CPEES0.9-5P

設備棟

3号スタンド
トータリゼータ保守員室

EM-CPEES0.9-5P
1号スタンド
サーバー室用
インターホン

（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

1号開催本部棟

設備棟

EM-CPEE1.2-10P

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-HP1.2-10P x 6

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

L-4E6AT x 4

EM-HP1.2-10P

3号スタンド

2号スタンド 1F～4F EM-HP1.2-10P

1号スタンド用 B1F～RF

EM-AE1.2-3C x 4

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

B1階テレビ室

5Fセンター放送室

(競馬実況放送架)

1号開催本部棟付近
EM-HP1.2-5P屋外（既設スピーカー）

3号スタンド北側付近

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

設備棟
（T-SE-1-1）

3号スタンド
テレビ室

S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

(地下1階 保守員室
自動制御盤)

設備棟
(2階 保守員室

3号スタンド

設備棟
(2階 保守員室 警報盤)

中央監視盤)

設備棟
EM-FCPEE-S1.2-3P×2

3号スタンド

業務館 EM-GI50/125-4C

1号スタンド EM-GI50/125-4C

EM-GI50/125-4C

(2階 保守員室 照明制御盤)

(2号スタンド・3号スタンド

照明制御盤)

2号スタンド

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

(地下1階 EPS)

3号スタンド
(地下1階 CVCF室)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

設備棟
(サーバー室)

(投票センター)

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

1号スタンド
(サーバー室)

富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

(FEP100)
×3本

3号スタンド
(新ＴＶ室)

1号スタンド
(ＴＶ室)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

(FEP100)

(FEP100)

テレビ共同受信設備



1号開催本部棟

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名 E-3213

NO SCALE

構内通信線一覧表（２）

※2.　　    　は、非常用発電機棟工事（別途工事）を示す。

特記事項

※3.非常用発電機棟に設置する非常用発電機設備とLP-HJ-1-1及び、
　　その高圧幹線（GR-101）と低圧幹線（GL-SE-103,GP-SE-104）の配線は
　　非常用発電機棟工事（別途工事）とする。

※4.          は、将来工事範囲を示す。
※5.          は、既設配管を示す。

※1. 配管とハンドホールは、別途工事とする。

※6.既設配管の利用にあっては、既設配管の太さを考慮し、利用本数が最適かつ、
　　最小となるよう計画すること。
　　なお、事前に計画図等を作成し、監督員の承認を受けること。

地中埋設配管配線 GL-600

設備棟（PBX） 3号スタンド EM-EBT0.5-100P

EM-CPEES0.9-5P
設備棟 3号スタンド

トータリゼータ保守員室

3号スタンド S-10C-HFL
（T-SE2-1）

設備棟

配線サイズ 配管 備考至自

（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

設備棟
EM-CPEE1.2-10P

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

L-4E6AT x 4

EM-HP1.2-10P

3号スタンド

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

B1階テレビ室

5Fセンター放送室(競馬実況放送架) (FEP80)

3号スタンド
(地下1階 CVCF室)

設備棟
(サーバー室)

(投票センター)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

3号スタンド
(新ＴＶ室)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

(地下1階 保守員室
自動制御盤)

(2階 保守員室 EM-GI50/125-4C
3号スタンド

中央監視盤)

設備棟

設備棟
EM-FCPEE-S1.2-3P×2

3号スタンド

設備棟
（T-SE-1-1）

3号スタンド
テレビ室

S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

(FEP80)

(FEP80)

(2階 保守員室 照明制御盤)
(2号スタンド・3号スタンド

照明制御盤)

(FEP80)

(FEP80)

テレビ共同受信設備

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

1号開催本部棟 EM-EBT0.5-100P

2号スタンド EM-EBT0.5-100P

業務館 EM-EBT0.5-40P

設備棟（PBX）

EM-CPEES0.9-5P
1号スタンド
サーバー室用
インターホン

設備棟
（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

1号スタンド S-10C-HFL

2号スタンド S-10C-HFL

（T-SE-2-1）

設備棟

1号開催本部棟

設備棟

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-HP1.2-10P x 6

2号スタンド 1F～4F EM-HP1.2-10P

1号スタンド用 B1F～RF

EM-AE1.2-3C x 4(競馬実況放送架) (FEP80)

1号開催本部棟付近EM-HP1.2-5P

2号スタンド

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

(地下1階 EPS)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

設備棟
(サーバー室)

(投票センター)

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

1号スタンド
(サーバー室)

富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

1号スタンド
(ＴＶ室)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

設備棟
(2階 保守員室 警報盤)

業務館 EM-GI50/125-4C

1号スタンド EM-GI50/125-4C

×2本
(FEP100)

屋外（既設スピーカー）

地中埋設配管配線 GL-600

設備棟（PBX） 2号スタンド EM-EBT0.5-100P

2号スタンド S-10C-HFL
（T-SE2-1）

設備棟

設備棟
2号スタンド 1F～4F EM-HP1.2-10P(競馬実況放送架)

2号スタンド
(地下1階 EPS) EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)
富士通フロンテック(FEP80)

(FEP30)

(FEP30)

(FEP30)

配線サイズ 配管 備考至自

設備棟
(サーバー室)

※５

※６

※７

(FEP100)

(FEP100)

地中埋設配管配線 GL-600

1号開催本部棟 EM-EBT0.5-100P

業務館 EM-EBT0.5-40P

配線サイズ 配管 備考至自

※８

EM-CPEES0.9-5P
1号スタンド
サーバー室用
インターホン

設備棟
（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

設備棟（PBX）

(FEP100)

1号スタンド S-10C-HFL
（T-SE-2-1）

設備棟

1号開催本部棟
設備棟

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-HP1.2-10P x 61号スタンド用 B1F～RF

EM-AE1.2-3C x 4

(競馬実況放送架)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

設備棟
(サーバー室)
(投票センター)

1号スタンド
(サーバー室) 富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

1号スタンド
(ＴＶ室)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

EM-HP1.2-5P

業務館 EM-GI50/125-4C

1号スタンド EM-GI50/125-4C

設備棟

(2階 保守員室 警報盤)

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

1号開催本部棟付近屋外（既設スピーカー）

地中埋設配管配線 GL-600

配線サイズ 配管 備考至自

撤去：EM-AE1.2-10P

撤去：EM-CEE 2°-2C

2号スタンド3号スタンド 実況放送設備

太陽光発電設備 異常

電話交換設備(既設配管 FEP100)

(既設配管 FEP80)

×2本

※７'

撤去：EM-EBT0.5-100P

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

EM-EBT0.5-100P設備棟（PBX）

1号開催本部棟

設備棟

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-AE1.2-3C x 4(競馬実況放送架) (FEP80)

1号開催本部棟付近EM-HP1.2-5P

(FEP80)

屋外（既設スピーカー）

※９

配線サイズ 配管 備考至自

隠ぺい配管配線

(既設配管)撤去：FCPEV-S1.2-20P×4
3号スタンド
（B1T-4）

1号開催本部棟
（端子盤）

配線サイズ 配管 備考至自

地中埋設配管配線 GL-600

(既設配管)撤去：FCPEV-S1.2-20P×4
3号スタンド
（B1T-4）

1号開催本部棟
（端子盤）

※１０

※１１

配線サイズ 配管 備考至自

設備棟（PBX）
非常用発電機棟 EM-EBT0.5-10P

走路照明キュービクル棟 EM-EBT0.5-10P

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

設備棟（PBX） 走路照明キュービクル棟 EM-EBT0.5-10P

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

設備棟（PBX） EM-EBT0.5-10P非常用発電機棟

既設組合事務所 EM-EBT0.5-20P設備棟（PBX）

既設組合事務所設備棟
（既設端子盤）（T-SE-1-1） EM-GI50/125-8C -

既設組合事務所設備棟
（既設収納ボックス）（収納ボックス） EM-GI50/125-2C -

構内情報通信網設備と
同一架空

既設組合事務所設備棟
（既設HE）（T-SE-2-1） S-10C-HFL -

-

設備棟
(2階 保守員室

走路照明キュービクル棟
(自動制御用中継端子盤)

EM-CEES1.25°-2C
中央監視盤)

走路照明キュービクル棟
(自動制御用中継端子盤)

EM-CEES1.25°-2C
設備棟

(2階 保守員室
中央監視盤)

非常用発電機棟
(1RS-1)

EM-CPEES0.9-3P
設備棟

(2階 保守員室
中央監視盤)

走路照明キュービクル棟 新設配線RS-485×2
既設配線RS-485×2設備棟

(2階 保守員室
走路照明用 照明制御盤)

走路照明キュービクル棟 RS-485×2
設備棟

(2階 保守員室
走路照明用 照明制御盤)

非常用発電機棟
(1RS-1)

EM-CPEES0.9-3P

非常用発電機棟 走路照明キュービクル棟

EM-CPEES0.9-15P

EM-CEE-S1.25°-20C

EM-CEES2°-3C

非常用発電機棟 走路照明キュービクル棟

EM-CPEES0.9-15P

EM-CEE-S1.25°-20C

EM-CEES2°-3C

配線は

配線は

配線は
非常用発電機棟工事

非常用発電機棟工事

非常用発電機棟工事

(FEP80)

(FEP80)

(FEP80)

※１２

※１３

※１４

※１５ 架空　メッセンジャーワイヤー14mm2 ×4本

3号スタンド テレビ室
～設備棟

既設組合事務所 S-10C-HFL - 競馬中継用テレビ設備

テレビ共同受信設備



電話交換機設備仕様書

1．一般事項 4．電話機その他端末等

概　要 本仕様は、構内電話交換装置に関する電話交換機、電話機、 多機能電話機 フリーアサインボタン：23個、ディスプレイ表示：漢字英数字、バックライト有
関連機器及び、機器据付工事に適用するものとする。

多機能電話機（停電対応）フリーアサインボタン：23個、ディスプレイ表示：漢字英数字、バックライト有

設備工事 本設備工事は下記のものとする。 INS64局線接続対応

一般電話機 転送、再呼、スピーカ、保留機能付き
・デジタル交換機
・専用電源装置（整流器・バッテリ搭載） PHSアンテナ 使用周波数帯：１．９ＧＨｚ帯
・電話機
・PHSアンテナ 音声応答転送装置（IVR） タカコム製 IVR2430Ⅱ相当品
・音声応答転送装置（IVR）
・音声通話録音装置 音声通話録音装置 タカコム製 VR-755 LGV 相当品　※17インチモニター付 （S1703-T相当品）
・音声留守応答装置
・コンソール用PC（電話交換機及び周辺機器用） 音声留守応答装置 タカコム製 AT-4000N 相当品（数量5台）
・SW-HUB
・19ｲﾝﾁﾗｯｸ(周辺機器収納用) コンソール用PC（ノート） OS:Windows 10 Pro  CPU:intel Corei7以上　メモリ:4GB以上

LANｲﾝﾀﾌｪｰｽ：10BASE/100BASE-TX/1000BASE-T 
光学ドライブ：DVDスーパーマルチ付

SW-HUB(周辺機器接続用) LANポート（10BASE/100BASE-TX/1000BASE-T ）×8port以上

2．電話交換機 本体仕様 19ｲﾝﾁﾗｯｸ 音声応答転送装置、音声通話録音装置、音声留守応答装置

コンソール用PC及び、関連機器の収容をすること。
デジタル交換機（参考　富士通製 LEGEND V 相当品） U数：42U

5．中継方式図
制御方式 蓄積プログラム制御方式

通話方式 時分割ＰＣＭ方式

制御装置 32ビットマイクロプロセッサ 

冗長構成 一重化

自立設置

基準内線呼量　6.0HCS

動作電圧 　 直流-43V　～　56V 6．工事関連事項

一般電話機　1200Ω以下（DP） , 800Ω以下（PB） (電話機内部抵抗を含む)
多機能電話機　0.5Φケーブルで1.2km （2W）
PHSアンテナ　0.5Φケーブルで1,000ｍ（本体給電時）

温度：０～４０℃、湿度：２０～８０％RH（結露なきこと）

強制空冷

3．電源装置　仕様
電源をACからDCに変換し電話交換機本体に電源を供給するとともに装置内バッテリーに充電するものとする。

交流入力（定格電圧）AC200V±10%
交流入力（相数） 三相
交流入力（周波数） 50・60Hz ±5%
直流出力（定格電圧）-53.5V
出力電圧範囲 -43.2～56.0V

3-3 PBX停電保障時間 3時間

3-4 バッテリ寿命 約10年

4-9

2-2 方 　 　式

2-1 品 　 　名

4-1

4-2

4-2

4-6

4-7

4-8

4-3

4-4

4-5

実装 備　　考
局線（INS64） 6回線 12回線 2ch/回線

2-3 設置条件

2-4 収容回線数 回線種別 現用

96台
一般 231内線 344内線

固定
内線

多機能 128内線 160内線

PHS電話機 約100台 既存流用

備 　　  　考

※上記数量は参考とします

ﾄﾗﾌｨｯｸ条件

電源仕様

線路条件

環境条件

冷却方式

3-1

2-9

2-10

1-1

1-2

2-6

2-7

2-8

3-2

転    　　 送 ﾌｯｸ＋内線番号

2-5 番号計画 接 続 種 別 番　   　　号

PHSアンテナ 82台

局 線 発 信 0
内 線 番 号 ××もしくは×××

INS64局線
多機能電話機

128/160 6/12
（停電対応 10台含む）

PBR

MDF NW

略   号 名        称 NO 略   号 名        称
1 DL 多機能電話機/中継台用回路 5 ＰＢＲ ＰＢ信号受信器

NO

4 BRI INS64局線用回路

POW 電源装置

3 BS PHSアンテナ回路 7 NW 通話路
2 LC 一般電話機用ﾗｲﾝ回路 6

SW-HUB

コンソール
用
PC

82/96PHSアンテナ

MDF

FAX
音声応答転送装置

LC

231/344

BS

AC200V POW CPU
通話

録音装
置

DL BRI

一般電話機

音声留守応答装置

24/24

デジタル交換機 電源装置

一般電話機 PHSアンテナ 音声応答転送装

音声通話録音装 音声留守応答装 コンソール用PC

SW-HUB 19ｲﾝﾁﾗｯｸ

多機能電話機
（停電対応含む）

※別途モニタ有り

構内交換設備 仕様書

ＮO SCALE

E-3221



ＰＢＸ

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区

分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

NO SCALE

　※３.設備棟から各棟までの幹線において、幹線は設備棟の工事であり、

　※１.         　は将来工事範囲を示す。
特記事項

　※２.   　 は非常用発電機棟工事（別途工事）を示す。

E-3222

構内交換設備

系統図・端子盤表

　　　 配管、ハンドホールは別途工事とする。

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

EPS 電気室
（弱電）

高圧引込架台（高圧・弱電共用）

CR:ZM-300B

止水処理

WP
433

CR：ZM-1000B×2

ELV制御盤T-SE-2-1

T-SE-1-1

保守員・MDF室
倉庫5

WP
444

至　3号スタンド、2号スタンド、

　　1号開催本部棟、新設組合事務所（将来用）、
　　下見所（将来用）・倉庫棟（将来用）、

至　売店（将来用）、正門（将来用）

倉庫1 倉庫2 倉庫3

x2
x2

T T

TTT

x2
T

廊下

x2
T

廊下

10P

20P

（将来：サーバー室）

※１

※２

WP
444

引込柱共架

▽GL

T

防水鋳鉄管 75φ×3本

防水鋳鉄管 75φ×1本

　　発走員詰所、キュービクル棟、非常用発電機棟

    

CP=12m（共架）

MDF-1
MDF-2

MDF-3

支柱・根かせ・装柱材共
CP=12m

▽GL

▽GL

CP=12m（共架）

〈既設組合事務所〉

既設端子盤

※Ａ

通信引込
※Ｂ

EM-EBT0.5-100P×8

　　検体採取所（将来用）、装鞍所（将来用）

2
,1

6
0

4
,
00

0
4
,0

0
0

1
,
00

0

20
0

　　新待機馬房（将来用）、北門警備室

ＰＢＸ ＭＤＦＭＤＦ ＭＤＦ

ＴＴＴ

Ｔ Ｔ Ｔ

（将来：投票センター） （将来：放送室） （将来：保守員室）

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

弱電用端子盤

壁付電話用アウトレット モジュラージャック6極4芯付

PHSアンテナ WPは屋外用収納箱入り

内線電話機 富士通 issphone 20d2相当品

ケーブルラック 特記なきはZM-500B

ケーブルラック上配線

防火区画貫通処理 国土交通大臣認定番号

PS060FL-0232

配管・配線

ELV制御盤

（ケーブルラック床貫通用）

マンホール M3

配線サイズ 配管 備考至

通信引込

自

※Ｂ

通信引込 メタル 50P(NTT工事)

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

1号開催本部棟 EM-EBT0.5-100P

設備棟（PBX）

2号スタンド EM-EBT0.5-100P

3号スタンド EM-EBT0.5-100P

プルボックス

主配線盤

電話交換器

昇降機設備工事

R20K-60

仕様は注記参照

通信引込 光8芯×1(NTT工事)

通信引込 光24芯×1(NTT工事)

通信引込

3号スタンド屋上
基地局用(NTTドコモ)

通信引込 光100芯×1(NTT工事)
NTT引込

3号スタンド5階へ
通信引込 光100芯×1(NTT工事) -設備棟（MDF-3）

設備棟（MDF-1） -

設備棟（MDF-2） -

配線サイズ 配管 備考至自

※Ａ

既設組合事務所 EM-EBT0.5-20P設備棟（PBX） -

業務館 EM-EBT0.5-40P

Ｔ

(富士通ﾌﾛﾝﾃｯｸ工事)

架空　メッセンジャーワイヤー14mm2

非常用発電機棟 EM-EBT0.5-10P

EM-EBT0.5-10P走路照明キュービクル棟

新設組合事務所 EM-EBT0.5-20P

下見所・倉庫棟 EM-EBT0.5-10P

検体採取所 EM-EBT0.65-2P

装鞍所 EM-EBT0.65-30P

新待機馬房 EM-CPEE0.9-5P

北門警備室 EM-EBT0.5-5P

EM-EBT0.5-10P発走員詰所

(FEP100)

(FEP100)

(FEP80)

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※２

設備棟（PBX）
正門 EM-EBT0.5-10P

売店 EM-EBT0.5-10P
(FEP80)

ＭＤＦ

端子盤対数表

盤名称 盤形状

端子盤 構内交換

20P

鋼板製屋内自立型

受信設備
テレビ共同

系統図参照

非常放送

鋼板製屋内自立型

備　　　考

T-SE-1-1

MDF-1

予備

30P

通信網設備
構内情報

10P

実況放送

10P

10P鋼板製屋内自立型T-SE-2-1 30P10P 10PHUB 8ポート

設備 設備 設備

－－－－

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記による。

保護部 (PF22)EM-EBT0.65-2PT

EM-EBT0.5-10P
10P

保護部 (E25)

EM-EBT0.5-100P
100P

保護部 (E63)

４．屋外に使用する配管は溶融亜鉛メッキ仕上げ(Z35)とする。

　　但し、ボックス・ボルト・ナット・支持材等はSUS製とする。

３．ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為

２．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

    で貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

　　保護管使用の事。

５．横引きのケーブルラック及び配管の防火区画貫通処理の場所は平面図を参照。

６．横引きのケーブルラックサイズは平面図を参照。

８．ELV制御盤の配線は下記による。

名称 用途

リモートメンテナンスELV制御盤

行先

T-SE-2-1

配線

EM-EBT0.65-4C

EM-EBT0.5-20P
20P 保護部 (E25)

７.プルボックスの仕様は下記による。（鋼板製屋外型）

221
高さ寸法：100
よこ寸法：200
たて寸法：200

（傍記無しは 221 とする。）

　　（傍記 WP は屋外型、溶融亜鉛メッキ仕上げとする）

光変換器スペース －

系統図参照

光スプライスボックス

HUB 8ポート

SFPモジュール

設備
誘導支援

－

－

10P

鋼板製屋内自立型MDF-2 －－－－
+ 光変換器スペース

－
10回路用SPD×5（8/20μS カテゴリーC2）

－

鋼板製屋内自立型MDF-3 －－－－光変換器スペース －－

局線

800P
メタルケーブル：50P

露出コンセント 2P15A×2 E極付

露出コンセント 2P15A×2 E極付

・露出コンセント 2P15A×2 E極付

露出コンセント 2P15A×2 E極付

露出コンセント 2P15A×2 E極付

・放送設備用SPD×10(8/20μS カテゴリーC2)、
　大電流信号回線用SPD(自火報用)×15(8/20μS カテゴリーC2)、
　RS485用SPD(走路照明用)×2(8/20μS カテゴリーC2)、
　信号回線用SPD(警報線用)×1(8/20μS カテゴリーC2)、
　制御電源回路用SPD(空調制御信号線用)×4(8/20μS カテゴリーC2)
・自動制御用としてメディアコンバータ、
　光スプライスボックス 4ポートを見込むこと



浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

NO SCALE

　※２設備棟から各棟までの幹線において、配線は各棟の工事であり、
　※１         　は将来工事範囲を示す。
特記事項

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

EPS 電気室
（弱電）

T-SE-2-1

T-SE-1-1
倉庫2

（将来：放送室）
倉庫3

（将来：保守員室）

x2

Ｌ Ｌ

x2

廊下

x2

廊下

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

弱電用端子盤

ケーブルラック 構内交換設備工事

配管・配線

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記による。

無線LANアクセスポイント用ボックス 配管・ボックス迄本工事

壁付LAN用アウトレット 配管・ボックス迄本工事

構内交換設備工事

２．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

    で貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法又は配管突出（１ｍ以上）及び両端口元耐火シール充填等）

(PF22)空配管

倉庫5
（将来：サーバー室）

マンホール M3 構内交換設備工事

高圧引込装柱（共架）

プルボックス 構内交換設備工事

引込柱共架

▽GL

CP=12m（共架）

配線サイズ 配管 備考至自

※Ａ

ケーブルラック上配線

EM-GI50/125-8C

既設組合事務所設備棟

（既設端子盤）（T-SE-1-1） EM-GI50/125-8C -

CP=12m（共架）

▽GL

▽GL

CP=12m（共架）

〈既設組合事務所〉

既設端子盤

※Ａ

配線サイズ 配管 備考至自

※１

1号スタンド
設備棟

（T-SE-1-1） 空配管

地中埋設配管配線 GL-600

配線サイズ 配管 備考至自

※２

売店、正門
1号スタンド

（設備棟経由）
空配管 (FEP80)

地中埋設配管配線 GL-600

至　新設組合事務所（将来用）

※１

※２

防水鋳鉄管 75φ×1本

防水鋳鉄管 75φ×1本

構内交換設備と
同一架空

保守員・MDF室
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Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＡＰ

Ｌ

架空　メッセンジャーワイヤー14mm2

ＡＰ

ＡＰ

倉庫1
（将来：投票センター）

ＬＬＬ

(FEP100)

　　　配管、ハンドホールは別途工事とする。

構内情報通信網設備

系統図 E-3223



▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

EPS 電気室

（弱電）

ELV制御盤T-SE-2-1

T-SE-1-1

至　3号スタンド

　　トータリゼータ保守員室

誘導支援設備 系統図

5P

倉庫5

（将来：サーバー室）

トータリゼータ保守員室

3号スタンド

※１

EPS 電気室

（弱電）

入退室管理設備 系統図

ピロティ

保守員・MDF室

K

ELV監視盤

倉庫1

（将来：投票センター）

▽1FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

高圧引込装柱（共架）

▽GL

CP=12m（共架）

5P

5P

収納ボックス

UPS

ＩＤＣ4
5P

壁取付形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

ＤＣ２４Ｖ（電源アダプターから供給）

形　　状

電源電圧

備　　考 YAZ-90-3W:通話路数3　YAZ-90-2W:通話路数2

ABS樹脂材　　質

YAZ-90-3W

84

2
3
0

94

YAZ-90-2W

90台まで設置可

×16

放送室

T-SE-2-1経由

※２

防水鋳鉄管 75φ×1本

防水鋳鉄管 75φ×1本

※４

防水鋳鉄管 75φ×1本

至　新設組合事務所（将来用）

※３

防水鋳鉄管 75φ×3本

CP=12m（共架）

▽GL

▽GL

CP=12m（共架）

〈既設組合事務所〉

既設収納ボックス

※Ａ

5P

倉庫5

（将来：サーバー室）

サーバー室用インターホン

1号スタンド

　　1号スタンド

　　サーバー室用インターホン

T-SE-2-1経由

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名
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光成端箱

ＭＣ

ｔ

ｔ

E-3224

誘導支援・入退室管理設備

系統図・機器姿図

NO SCALE

　※２設備棟から各棟までの幹線において、配線は各棟の工事であり、

　※１         　は将来工事範囲を示す。

特記事項

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

弱電用端子盤

ケーブルラック 構内交換設備工事

ケーブルラック上配線

配管・配線

ELV制御盤

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記による。

保護部 (PF22)EM-CPEES0.9-5P
5P

３．ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為

２．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

    で貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法又は配管突出（１ｍ以上）及び両端口元耐火シール充填等）

　　保護管使用の事。

４．ELV制御盤の配線は下記による。

名称 用途 行先 配線

構内交換設備工事

ELV制御盤
ELVインターホン ELV監視盤 EM-CPEES0.9-5P

かご内監視カメラ用 ELV監視盤 EM-5C-2V

競馬運営用インターホン設備

相互通話型インターホン

エレベータ呼出表示設備

共通

マンホール M3 構内交換設備工事

プルボックス 構内交換設備工事

昇降機設備工事

ELV監視盤 昇降機設備工事K

90局用

相互通話型インターホン 90局用 将来用

(PF22)空配管

ｔ

ｔ

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

EM-CPEES0.9-5P

設備棟

3号スタンド
トータリゼータ保守員室

相互通話型インターホン　90局用

インターホン機器姿図

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※２

(FEP80)空配管
設備棟

売店、守衛室

(FEP80)

EM-CPEES0.9-5P
1号スタンド
サーバー室用
インターホン

ｔ

（相互通話型インターホン）

（相互通話型インターホン）

構内交換設備
と同一配管

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

ケーブルラック 構内交換設備工事

配管・配線

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記による。

カードリーダ

電気錠 建築工事

２．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

    で貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法又は配管突出（１ｍ以上）及び両端口元耐火シール充填等）

保護部(PF22)EM-CPEES0.9-3P

配線サイズ 配管 備考至自

※Ａ

マンホール M3 構内交換設備工事

プルボックス 構内交換設備工事

既設組合事務所設備棟
（既設収納ボックス）（収納ボックス）

３．既設管理パソコン（既設組合事務所）との配線接続、機器調整は本工事とする。

EM-GI50/125-2C

保護部(PF22)EM-CPEES0.9-5P5P 保護部(PF22)

（ケーブルラック上）EM-GI50/125-2C

ケーブルラック上配線

-

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※３

（収納ボックス）

設備棟 新設組合事務所
（収納ボックス）

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※４

(FEP80)
（設備棟経由）

新設組合事務所棟
売店、守衛室

構内情報通信網設備と
同一架空

EM-GI50/125-4C

EM-GI50/125-4C

Ｅ

ＣＲ

　　　地中埋設配管、ハンドホールは別途工事とする。

(FEP100)

架空　メッセンジャーワイヤー30mm2





　※２設備棟から各棟までの幹線において、配線は各棟の工事であり、

　※１         　は将来工事範囲を示す。

特記事項

名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区

分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

NO SCALE

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

EPS 電気室
（弱電）

T-SE-1-1

　　1号スタンド（将来用）、馬主会館（将来用）

テレビ共同受信設備 系統図

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽GL

▽RFL2

EPS 電気室
（弱電）

至　3号スタンド テレビ室

競馬中継用テレビ設備 系統図

T-SE-1-1

ひかりTV終端装置用スペース（木板）保守員・MDF室

倉庫1 倉庫2 倉庫3

5C

5C5C5C

M1

保守員・MDF室

倉庫1 倉庫2
（将来：放送室）

倉庫3
（将来：保守員室）

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

弱電用端子盤

壁付テレビ端子

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記とする。

EM-S-5C-FB 保護部(PF22)

２．ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為

　　保護管使用の事。

３．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

　　（国土交通大臣認定工法又は配管突出（１ｍ以上）及び両端口元耐火シール充填等）で

    貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

5C

増幅器

4分配器

8分配器

ダミー抵抗

露出コンセント　2P15A×2　E極付 増幅器用（弱電用端子盤内）

構内交換設備工事

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記とする。

２．ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為

　　保護管使用の事。

３．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

　　（国土交通大臣認定工法又は配管突出（１ｍ以上）及び両端口元耐火シール充填等）で

    貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

競馬中継テレビモニター用M1

ケーブルラック 構内交換設備工事

ケーブルラック上配線

配管・配線

マンホール M3 構内交換設備工事

ケーブルラック 構内交換設備工事

ケーブルラック上配線

配管・配線

マンホール M3 構内交換設備工事

高圧引込装柱（共架）

T-SE-2-1

配線サイズ 配管 備考至自

※Ａ

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

1号スタンド S-10C-HFL

2号スタンド S-10C-HFL

3号スタンド S-10C-HFL

プルボックス 構内交換設備工事

※１

プルボックス 構内交換設備工事

M1M1 M1

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※３

3号スタンド テレビ室 S-10C-HFL

※３

設備棟

SH-77F

300×300

SH-D4

SH-D8

（T-SE2-1）
設備棟

T-SE-2-1

CP=12m（共架）

EM-S-5C-FB 保護部(PF22)
5C

S-10C-HFL (ケーブルラック上)

5C

5C 5C 5C

▽GL

既設組合事務所設備棟
（既設HE）（T-SE-2-1） S-10C-HFL

SH-77F

-

CP=12m（共架）

▽GL

▽GL

CP=12m（共架）

〈既設組合事務所〉

※Ａ

ヘッドエンド 既設

HE

※２

防水鋳鉄管 75φ×1本

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※２

(FEP80)空配管売店、守衛室

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※４

(FEP80)空配管
（設備棟経由）
1号スタンド

売店、守衛室
テレビ共同受信設備と
同一配管

（T-SE2-1）

設備棟

※４

　　新設組合事務所（将来用）

高圧引込装柱（共架）

CP=12m（共架）

▽GL

CP=12m（共架）

▽GL

▽GL

CP=12m（共架）

〈既設組合事務所〉

※Ｂ

HE
既設端子盤

　　1号スタンド テレビ室

1号スタンド テレビ室 S-10C-HFL
(FEP30)

既設組合事務所

配線サイズ 配管 備考至

架空　メッセンジャーワイヤー30mm

自

※Ｂ

1号スタンド テレビ室既設組合事務所 S-10C-HFL -
弱電用端子盤 構内交換設備工事

S-10C-HFL (ケーブルラック上)

増幅器

2分配器

ダミー抵抗

SH-D2

4分配器 SH-D4

露出コンセント　2P15A×2　E極付 増幅器用（弱電用端子盤内）

テレビ共同受信設備と
同一架空

3号スタンド テレビ室
～設備棟

既設組合事務所 S-10C-HFL -

2,
1
60

4
,0

0
0

4,
0
00

1
,0

0
0

2
0
0

2
,
16

0
4
,
00

0
4
,
00

0
1,

0
00

2
00

Ｃ

（将来：投票センター）

テレビ共同受信・競馬中継用テレビ設備

系統図 E-3226浦和競馬場設備棟弱電設備工事

（将来：投票センター）（将来：放送室） （将来：保守員室）

HE

CATV・SH-1

架空　メッセンジャーワイヤー30mm2

(FEP100)

発走員詰所 EM-S-7C-FB

CATV・SH-1

至　2号スタンド、3号スタンド、発走員詰所

　　　配管、ハンドホールは別途工事とする。



　※２.設備棟から各棟までの幹線において、幹線は設備棟の工事であり、

特記事項

　※１.   　 は非常用発電機棟工事（別途工事）を示す。

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

称

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽RFL2

EPS 電気室

※１

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

ケーブルラック 構内交換設備工事

至　3号スタンド、非常用発電機棟

　　走路照明キュービクル棟

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

非常用発電機棟 (1RS-1)

▽GL

(地下1階 保守員室
自動制御盤)マンホール M3 構内交換設備工事

配管・配線

設備棟
(2階 保守員室

EM-GI50/125-4C

EM-CPEES0.9-3P

走路照明キュービクル棟
(自動制御用中継端子盤)

EM-CEES1.25°-2C

　防水鋳鉄管  75φ×1本

保守員・MDF室

中央監視盤警報盤

3号スタンド

設備棟
(2階 保守員室 警報盤)

中央監視盤)

下見所・倉庫棟 EM-GI50/125-4C

EM-GI50/125-4C

EM-GI50/125-4C

新設組合事務所

(FEP80)

EM-GI50/125-4C

業務館

1号スタンド

　　下見所・倉庫棟

　　新設組合事務所

　　業務館

　　1号スタンド

中央監視盤 自動制御工事

警報盤 自動制御工事

2,
16

0
4,

0
00

4
,
00

0
1,

0
00

2
00

ケーブルラック上配線

(FEP80)

　　　 配管、ハンドホールは別途工事とする。

NO SCALE

自動制御・警報設備　系統図
E-3227



浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

系統図参照

444
WP

Z35-1000B×2

P.BOX以降、下見所・倉庫棟工事他、別途工事

至 売店(将来用）、正門(将来用）

　　　　　 75φ×6本
防水鋳鉄管 75φ×4本

防水鋳鉄管 75φ×6本

走路照明
キュービクル棟

非常用発電機棟

B

B'

D'

A'D

A

C'

C

×2

以降、構内通信線路図参照

以降、構内通信線路図参照

競馬運営用インターホン設備

相互通話型インターホン

構内交換設備

弱電用端子盤

壁付電話用アウトレット モジュラージャック6極4芯付

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

テレビ共同受信設備

エレベータ呼出表示設備

ELV監視盤K

共通

露出配管・配線

OAフロア配線

ハンドホール H2-9

プルボックス 仕様は注記参照

隠蔽配管・配線

ケーブルラック

ケーブルラック上配線

立上げ、立下げ、素通し

マンホール M3

破線は幹線・動力設備工事

１.特記なき配管・配線は下記とする。

注　記

２.ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為保護管使用の事。

３.屋外露出部の配管は厚鋼電線管とし\U+FF64ボックス共溶融亜鉛メッキ仕上げ(Z35)とする。

　 但し、ボルト・ナット・支持材等はＳＵＳ製とする。

４.防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

 （国土交通大臣認定工法又は配管突出(1ｍ以上)及び両端口元耐火シール充填等)で

５.プルボックスの仕様は下記による。（鋼板製屋外型、E端子付）

221
高さ寸法：100
よこ寸法：200
たて寸法：200

（傍記無しは 221 とする。）

   貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

６.ハンドホール及び建物下に埋設する配管は、沈下対策として建物の

　 構造体より支持を取ること。

保護部(PF22）EM-EBT0.65-2PT

保護部(PF22）EM-S-5C-FB

＜構内交換設備＞

＜テレビ共同受信設備＞

保護部(PF22)EM-CPEES0.9-5P

＜競馬運営用インターホン設備＞
5P

保護部(PF22）

＜競馬中継用テレビ設備＞

5C

ELV制御盤

競馬中継用テレビ設備

競馬中継テレビモニター用M1

壁付テレビ端子 2端子接線型 SH-77F

PHSアンテナ

内線電話機 富士通 issphone 20d2相当品Ｔ

無線LAMアクセスポイント用ボックス 配管・ボックス迄本工事

壁付LAN用アウトレット 配管・ボックス迄本工事Ｌ

ＡＰ

構内情報通信網設備

カードリーダ

電気錠 建築工事Ｅ

ＣＲ

入退室管理設備

備　　　考名　　　称記　　号

(PF22）空配管

＜構内情報通信網設備＞

保護部(PF22)EM-CPEES0.9-5P

＜エレベータ呼出表示設備＞
E5P

＜入退室管理設備＞

　　（傍記 WP は屋外型、溶融亜鉛メッキ仕上げとする）地中埋設配管・配線 GL-600以上

７.縦引きのケーブルラック及び配管の防火区画貫通処理の場所は系統図を参照。

８.縦引きのケーブルラックサイズは系統図を参照。

EM-S-5C-FBK5C

R20K-60

昇降機設備設備工事

3P

N5P
保護部(PF22）EM-CPEES0.9-3P

保護部(PF22）EM-CPEES0.9-5P

SH-77F

(PF22）空配管

昇降機設備設備工事

ｔ

相互通話型インターホンｔ

90局用

90局用 将来用

タ

タ

タ

タ

YL7

YL6

YL5

XL3

XL4

XL5

XL6

8,
20
0

YL3

YL4

28,000

XL10XL9XL8XL7

EVピット

E

E
E

E

E

湧水槽湧水槽湧水槽湧水槽湧水槽

湧水槽

埋め戻し

埋め戻し

埋め戻し

埋め戻し

湧水槽湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽 E

タ

タ

タ

タ

A-A'断面図 A1:1/20 A3:1/40

B-B'断面図 A1:1/20 A3:1/40

600x1650

FGY2

80

80

80

600x1650

FGY2

隣
地

境
界

線

GL

D-D'断面図 A1:1/40 A3:1/80C-C'断面図 A1:1/40 A3:1/80

YL2

GL

A1:1/40 A3:1/80

YL1

GL

2
,
60

03,
0
00

750 170

2000

160

4
8
0

2
95

1
5
0
1
25

10
0

55
0

2
00

750170

75
0

1
5
0

15
0

75
0

10
0

19
00

19
00

270270

10
0

270270

270270

10
0

750 170

2000

160

4
8
0

2
9
5

15
0
1
25

10
0

55
0

2
00

750170

75
0

15
0

15
0

7
50

10
0

19
0
0

19
0
0

270270

1
00

270270

1
00

1
00

270270

20
0

1
,
86

0

71
4

1
,
90

0

1,200

35
9

71
4

1,200

1
,
90

0

2,300

（カバー付）

擁壁に支持をとり、沿わせること

80 80 80 80 80 80
TEL LAN TV 入退 予備

自火報

インターホン

非常放送・競馬実況放送

自火報

インターホン

非常放送・競馬実況放送

競馬実況放送

富士通フロンテック

富士通フロンテック

山口シネマ
富士通フロンテック

入退

予備 予備 予備

TEL TEL TV

LAN

80 80 80 80 80 80

80

8080

8080

8080

8080

8080

80

防火区画貫通処理（配管壁貫通用）

防火区画貫通処理（ケーブルラック壁貫通用）
PS060FL-0232

国土交通大臣認定番号

国土交通大臣認定番号

PS060WL-0213,0297,0358

FEP(100)×15新設
構内HHまで（※1）

A1:1/100 A3:1/200

E-3228

弱電設備

ピット平面図





浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

T-SE-2-1

系統図参照

ZM-1000B×2

ELV制御盤

保守員室へ
トータリゼータ

5P

T

T

RS-SET-2-1

中継端子盤
（高圧受変電設備工事）

T

系統図参照

ひかりTV終端装置用スペース

（木板）300×300

3号スタンド

E5
P

T-SE-2-1経由

名　　　称No. 備　　考

1

4

5

8

9

電源装置(PBX用)

MDF-1

警報盤（太陽光）、デマンド監視装置

10

走路照明 照明制御盤

競馬中継放送架

6

7

11

3 19インチラック

2 PBX

12

中央監視設備RS盤

1号開催本部棟 照明制御盤 将来用

ELV監視盤

MDF-2

MDF-3

13

14

ZM-500B

ZM-500B

ZM-1000B×2

5P

サーバー室用インターホン

1号スタンド

T

YL7

YL6

YL5

XL11

XL3

XL4

XL5

XL6

XL2

YL3

YL4

YL1

YL2

XL10XL9XL8XL7

XL1

階段

電気室

将来搬出用扉

PS

倉庫5
（将来：サーバー室）

保守員・MDF室

倉庫7

上部アルミガラリ

転落防止手摺
（取り外し式）

PS

廊下

EPS

EPS
（弱電）

（強電）

ルーバー

倉庫6
（将来：CVCF室）

D

D

D

D

(DP125)

廊下

タ

DP125

(DP125) (DP125)

D

PS

6,700

1,
25
0

9,
25

0

8,
00

0

6,
00
0

5,
50
0

5,
50
0

17
,0
00

15
,4
00

7,
20
0

8,
20
0

6,700

7,2006,400 7,200 7,200

28,000
ｔ

ＡＰ

ＡＰＣ

Ｃ

Ｔ

ｔ

Ｔ

1/1003
2F 平面図

2・3号スタンド 照明制御盤

M1

T

14

14

K5
C

5C

Ｌ

T

Ｔ

Ｃ

Ｔ

9

10
11

11

11

11

11

12

13

8

7

6

5

4
1

2

3

押出セメント成型板＋吸音板

D

(DP125)

R型副表示器,非常業務遠隔操作器,誘導灯信号装置

A1:1/100 A3:1/200

図面
番号

弱電設備

2階平面図 E-3230





構内通信線路図参照

以降

※１

WP

50φ×2

外壁貫通処理

※２
WP

※４

Ａ
Ｍ

Ｐ

Ｂ１Ｔ－４

構内通信線路図参照

※１２

※３

Ｍ
Ｄ
Ｆ

ＰＢＸ

以降

Ｂ１Ｔ－１

Ｂ１Ｔ－３

※５

※６

※１０

※９

※７

※８

※１１

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

ＤＷ

倉庫ロッカー室 テレビ室

交換器室

清掃員室

A階段

銀行員控室

男WC

女WC
自家発電室

DS

警備員室

倉庫1 会議室 機械室 受変電室 CVCF室 倉庫

油庫

廊下

保守員室

（受水槽）

倉庫２

A

C

D

B

C'

ポンプ室

6
,
00

0
10

,
0
00

5,
0
00

2
,0
0
0

1
7
,0

00

配線サイズ 配管 備考至自

※２

設備棟
EM-CPEE1.2-10P

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

L-4E6AT x 4

EM-HP1.2-10P

3号スタンド

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

B1階テレビ室

5Fセンター放送室(競馬実況放送架)
－

配線サイズ 備考至自

※４

EM-CPEE1.2-5P x 4
B1階テレビ室－

設備棟
3号スタンド

(競馬実況放送架) L-4E6AT

設備棟（PBX） 3号スタンド EM-EBT0.5-100P －

－EM-CPEES0.9-5P
設備棟

3号スタンド S-10C-HFL
（T-SE2-1）

設備棟 －

配線サイズ 配管 備考至自

※３

配線サイズ 配管 備考至自

※５

撤去：EM-EBT0.5-100P

撤去：EM-AE1.2-10P

撤去：EM-CEE 2°-2C

－

－

－

2号スタンド

配線サイズ 配管 備考至自

※６

撤去：EM-EBT0.5-100P －3号スタンド 2号スタンド

配線サイズ 配管 備考至自

※７

撤去：EM-AE1.2-10P －

配線サイズ 配管 備考至自

※９

撤去：EM-CEE 2°-2C －

ケーブルラック上配線

ケーブルラック上配線

ケーブルラック上配線

ケーブルラック上配線

撤去：EM-CPEE1.2-5P

撤去：EM-CPEE1.2-10P

撤去：L-4E6AT×2

－

－

－

ケーブルラック上配線

ケーブルラック上配線

天井内ケーブル配線

配線サイズ 配管 備考至自

※８

－

－

－

3号スタンド

ケーブルラック上配線

撤去：EM-CPEE1.2-5P

撤去：EM-CPEE1.2-10P

撤去：L-4E6AT×2

配線サイズ 配管 備考至自

※１０

撤去：EM-CEE 2°-2C －

天井内ケーブル配線

配線サイズ 配管 備考至自

撤去：EM-CPEE1.2-5P

撤去：EM-CPEE1.2-10P

撤去：L-4E6AT×2

－

－

－

※１１ 天井内ケーブル配線
3号スタンド

(B1T-1)
3号スタンド
(警報盤)

太陽光発電設備 異常

実況放送設備

構内交換設備

構内交換設備

実況放送設備

実況放送設備

太陽光発電設備 異常

実況放送設備

(AMP)
3号スタンド
(テレビ室)

3号スタンド
(テレビ室)

3号スタンド
(AMP)

3号スタンド
(警報盤)

2号スタンド
(B1T-1)

太陽光発電設備 異常

撤去：EM-AE1.2-10P －

実況放送設備

2号スタンド
(B1T-1)

3号スタンド
(テレビ室)

3号スタンド
(AMP)

3号スタンド
(警報盤)

3号スタンド
(警報盤)

2号スタンド
(B1T-1)

3号スタンド
(AMP)

撤去：EM-CEE 2°-2C － 太陽光発電設備 異常

2号スタンド
(B1T-1)

撤去：EM-AE1.2-10P －
2号スタンド

(B1T-1)

3号スタンド テレビ室 S-10C-HFL設備棟 － 競馬中継用テレビ設備

(地下1階 保守員室
自動制御盤)

設備棟
(2階 保守員室

3号スタンド
－

中央監視盤)

設備棟
EM-FCPEE-S1.2-3P×2 －

3号スタンド

EM-GI50/125-4C

地中埋設配管配線 GL-600

設備棟（PBX） 3号スタンド EM-EBT0.5-100P

EM-CPEES0.9-5P
3号スタンド

3号スタンド S-10C-HFL
（T-SE2-1）

設備棟

配線サイズ 配管 備考至自

設備棟
EM-CPEE1.2-10P

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

L-4E6AT x 4

EM-HP1.2-10P

3号スタンド

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

B1階テレビ室

(競馬実況放送架) (FEP80)

3号スタンド
(地下1階 CVCF室)

設備棟
(サーバー室)
(投票センター)

富士通フロンテック

3号スタンド
(新ＴＶ室)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

(2階 保守員室 EM-GI50/125-4C
中央監視盤)

設備棟

設備棟
EM-FCPEE-S1.2-3P×2

設備棟
（T-SE-1-1）

3号スタンド
テレビ室

S-10C-HFL

(FEP80)

(FEP80)

(FEP80)

(FEP80)

※５

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

4E6AT×4(別途工事)

(2階 保守員室 照明制御盤)
照明制御盤)

3号スタンド
(2号スタンド・3号スタンド

(地下1階 保守員室
自動制御盤)

(2階 保守員室 照明制御盤)
照明制御盤)

(2号スタンド・3号スタンド

（相互通話型インターホン）

3号スタンド

トータリゼータ保守員室

（相互通話型ｲﾝﾀｰﾎﾝ）

設備棟

トータリゼータ保守員室

競馬中継用テレビ設備

テレビ共同受信設備

5Fセンター放送室

3号スタンド

端子盤

天井内ケーブル配線

２.プルボックスの仕様は下記による。（傍記WPは鋼板製屋外型、E端子付）
１.図中細線（点線）は既設を示し、太線は更新又は、撤去を示す。

既設 221
高さ寸法：100
よこ寸法：200
たて寸法：200

（傍記無しは 221 とする。）

プルボックス 仕様は注記参照

ハンドホール 既設

地中埋設配管配線

ケーブルラック上配線

ケーブルラック 既設

非常放送架 既設ＡＭＰ

配線サイズ 配管 備考至自

※１２ 天井内ケーブル配線

設備棟
(2階 保守員室

EM-CEES1.25-10C
－

中央監視盤)

設備棟 EM-FCPEE-S1.2-3P×2 －

１ ４３ ５ ８７６ ９２ 1210 11

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

77,000

(2階 保守員室 照明制御盤)

3号スタンド
(地下1階 保守員室

自動制御盤)

(2号スタンド・3号スタンド
3号スタンド

照明制御盤)

EM-CPEES0.9-10P

既設 太陽光発電設備 異常用

凡　例

記　　号 名　　　称 備　　　考

注　記

A1:1/150 A3:1/300

E-3232既設3号スタンド 地階平面図

弱電設備

警報盤

C階段EV

委託員室





浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

発走員控室2便所 発走員控室1
発走員控室1

XR1 XR2 XR3

YR1 YR2

1FL

RFL

設計GL

A断面図

A1:1/100,A3:1/200
1

B断面図
A1:1/100,A3:1/200

2

発走員控室1

ベンチ

便所

倉庫

DP100

DP100

アスファルト舗装

上部庇

コンクリートたたき

発走員控室2

流し台

XR1

流し台

YR2

XR3XR2

YR1

地流し

洗濯機置場

1,500

2,
4
00

12
0
0 ベンチ

室外機基礎

T-HAS-1-1

鋼管スリーブ(G28)×2

構内通信線路図 参照

以降

※１

6.30

6.44

6.43

6.32

6.21

6.06

6.34

6.49

6.36

6.49

5.64

6.35

6.28

5.38

6.28

6.28

5.73

6.07

5.526.0
7

5.5
2

6.07

6.30

6.26

5.51

6.09

6.16

5.315.99

5.09

E

G

汚

汚

汚

5.94

6.29

6.15

6.06

6.23

6.44

6.52

XR1 XR2 XR3

YR2

YR1

1,2
00

1
,1

00
80

0

11,
400

3,0
00

3
,0
5
0

70
0

5,000

3,
0
50

70
0

4,000

20
0 2
002,

50
0

2
,1

50

3,
93

0

3
,9

30

2,
15

0

10,000

1
発走員棟平面図
A1:1/100,A3:1/200

4,
0
00

5,00010,000

4,
0
00

10,000 5,000

凡　例

記　　号 名　　　称 備　　　考

弱電用端子盤

地中埋設配管・配線

既設

（T-SE-2-1）
設備棟（PBX）

設備棟

設備棟

（T-SE-2-1）

（T-SE-1-1）

発走員詰所

発走員詰所

発走員詰所

自 至

地中埋設配管配線 GL-600※１

配線サイズ 配管 備考

(既存配管)

EM-EBT0.5-10P

EM-S-7C-FB

S-10C-HFL 競馬中継用テレビ設備

テレビ共同受信設備

構内交換設備

A1:1/100 A3:1/200

既設発走員詰所 平面図
E-3234







1

2

3

4

5

LINE
6 OUT

7
～ 予備入力

9

MIC

1

2

3

4

5

LINE
OUT

6

7
～ 予備入力

9

MIC

の音源内蔵

入場行進など

ＩＣレコーダー
兼ミキサーユニット

の音源内蔵

入場行進など

ＩＣレコーダー
兼ミキサーユニット

他場（１）

他場（2）

JRA

浦和競馬場設備棟弱電設備工事

NO SCALE

競馬実況放送設備

システム図 E-3242

設備棟

サーバー室

1号

開催本部棟

将来用

下見所・倉庫棟へ

将来用

3号スタンド

B1階テレビ室

3号スタンド

B1階テレビ室

競馬実況放送設備　ブロック図

切替ユニット架(1/3) メインアンプ架

切替ユニット架(3/3)

切替ユニット架(2/3)

メインアンプ架と同じ

サブアンプ架

Ｒ　Ｍ（1）委員長室

主警察

（4）審判長

（3）裁決

（5）センターより

（6）実況放送

（2）

使
用

中
表
示
制
御
部

放
送
優

先
部

Ｍ ミキサーユニット

リモコン使用表示装置

（Ａ）送受信
送信

受信

（Ｂ）予備

ＬＩＮＥ

ＩＮ

ＯＵＴ

ＬＩＮＥ

電話回線送受信ユニット

リモコン電源制御器

ハンドマイク

予備

ＴＶ室より

ＴＶ室へ

GEQ

Ｒ　Ｍ

Ｒ　Ｍ

Ｒ　Ｍ

Ｒ　Ｍ

受信

送信

（7）パドック Ｒ　Ｍ

音
声

長
距

離
伝

送
ユ

ニ
ッ

ト
(
送

)

音
声

長
距

離
伝

送
ユ

ニ
ッ

ト
（

受
）

開催

本部棟

ボイス

ファイル選択SW

1

2

3

4

1

2

3

4

5

CH
1
-
IN

C
H1
-
O
UT

5

I
NP
U
T

OE
M
-
UT
P
U
T

I
NP
U
T

O
E
M-
U
T
PU
T

5F センター放送室

Ｒ　Ｍ　部

富士通パソコンより

Ｍアナウンスマイク

ＣＰＵ２（Ｌｉｎｅ）

ＣＰＵ１（Ｌｉｎｅ）

ＣＤ（Ｌｉｎｅ）

ＣＰＵ音声(2)

ＣＰＵ音声(1)

ＣＤプレーヤー

場
　
外

セ
ン
タ
｜

実
況
放
送

裁
決

審
判
長

主
警
察

委
員
長

BGM（Ｌｉｎｅ）

アラーム（Ｌｉｎｅ）

B.BOX（Ｌｉｎｅ）

スタート/ストップＳＷ ＢＧＭ（ＭＭ-CD）

発売窓口用アンプ内

アラーム

締め切り音声

R／Y

表示器

使用中表示器

4音チャイム内臓

制御

ＲＭ

音声出力

（背面）

外部入力

ミキサー/モニター部

送出スイッチ

電話/場内ＴＶ音声

ＰＡ
モニターＳＰ

ＲＭユニット

音声入力

場内ＴＶ

音声入力

電話回線

Ｍ

ＣＤ（Ｌｉｎｅ）

ＣＰＵ１（Ｌｉｎｅ）

ＣＰＵ２（Ｌｉｎｅ）

ＣＤプレーヤー

B.BOX（Ｌｉｎｅ）

アラーム（Ｌｉｎｅ）

BGM（Ｌｉｎｅ）
ＢＧＭ（ＭＭ）スタート/ストップＳＷ

4音チャイム内臓

制御

音声出力

（背面）

外部入力

Ｒ　Ｍ　部

ＲＭユニット

ＲＭ

ミキサー/モニター部
電話回線

音声入力

場内ＴＶ

音声入力

モニターＳＰ
ＰＡ

電話/場内ＴＶ音声

送出スイッチ

他場送出切換ユニット

他場送出切換ユニット

Ｍ

主電源ユニット

通常出力制御器

各機器へ

モニターユニット

タッチパネル

切替ユニット

タッチパネル
制御I/F

BA
L
A
NC
E
 
→
 
U
NB
A
L
A
NC
E

UN
B
A
LA
N
C
E 
→
 B
A
L
A
NC
E

I／F部

他場送出切換ユニット

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

PR
O
C
ES
S
E
OR

パ
ド
ッ
クRM使用中表示

RM使用中表示

スピーカー切替器スピーカーON/OFFユニット

予備切替ユニット 音声レベル
コントローラー

マトリクス
スイッチャー

音声レベル
コントローラー

3号スタンド

1号開催本部棟

2号スタンド

屋外

1号

3号スタンド

※コンセント供給不可

分電盤より（CVCF）

既存端子盤

ﾌｧﾝﾌｧｰﾚ

タッチ
パネル

ケーブル延長
送信機

TV音声（山口シネマ）

B1F電話回線送受信ユニット

音声OUT

機器切換I／F

アナウンスマイク

24V
各機器へ非常業務予備電源ユニット 主電源ユニット

※コンセント共用不可

分電盤より(CVCF)

メイン・サブのorで起動する

メイン／サブ切替え

レバースイッチ

送信用へ（山口シネマ様へ）

5Fセンター放送室から

5Fセンター放送室へ

5Fセンター放送室マイクアンプから

ケーブル延長

タッチ
パネル

モニタ(壁付け)
３２型液晶

受信機

アンプ
マイク 音声

分配器

EM-CPEE1.2-10Px1

各　EM-AE1.2-3Cx1

EM-CPEE1.2-5Px1

EM-CPEE1.2-10Px1

L-4E6ATx1

L-4E6ATx1

EM-CPEE1.2-10Px1

L-4E6ATx1

L-4E6ATx1

EM-CPEE1.2-5P

L-4E6ATx1

EM-CPEE1.2-5P

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

L-4E6ATx1

L-4E6ATx1

EM-HP1.2-10Px1

設備棟2F保守員室、新設機器

既設エリア、更新機器

1号開催本部棟　各リモートマイク・音声伝送ユニットまで各配線

3号スタンド5階　各機器まで各配線

2号スタンド地下端子盤まで各階スピーカー分配線

3号スタンド地下端子盤までスピーカー配線

屋外スピーカー用スピーカー配線

新設通線工事（本工事）

3号スタンド地階TV室まで配線

1号開催本部棟 1階までのスピーカー配線

名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正
図面

番号

特

記

納品図書

設計埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名





▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

2
00▽GL

▽RFL2

EPS 電気室

（弱電）

至　3号スタンド、2号スタンド、

　　1号スタンド（将来用）、

　　下見所・倉庫棟（将来用）

※１

　※２設備棟から各棟までの幹線において、幹線は各棟の工事であり、

　※１         　は将来工事範囲を示す。

特記事項

▽GL

　　1号開催本部棟、

    屋外、

防水鋳鉄管 75φ×1本

防水鋳鉄管 75φ×3本

至　売店、正門

T-SE-1-1

2
,1

6
0

4
,
00

0
4
,0

0
0

1
,
00

0

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

地中埋設配管配線 GL-600※１

設備棟
(競馬実況放送架)

（非常業務遠隔操作器）
設備棟

設備棟
（中継器盤）

3号スタンド

2号スタンド 1F～4F

屋外（既設スピーカー）

1号開催本部棟

1号スタンド用 B1F～RF

（既設非常業務放送架）

北門警備室

（既設総合受信器盤）

北門警備室

EM-CPEE1.2-5P x 4

L-4E6AT

EM-CPEE1.2-5P×2

EM-CPEE1.2-10P

L-4E6AT x 4

EM-UTP0.5-4P（CAT5e）

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-10P

EM-HP1.2-5P

EM-AE1.2-3C x 4

EM-CPEE1.2-10P x 4

EM-HP1.2-10P x 6

EM-HP1.2-5P

EM-HP1.2-5P

EM-HP1.2-10P

備考至自 配線サイズ 配管

B1階テレビ室

5Fセンター放送室

3号スタンド北側付近

1号開催本部棟付近

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

非常業務遠隔操作器

注　　記

１．特記なき配管・配線は下記による。

ケーブルラック

配管・配線

競馬実況放送架

ケーブルラック上配線

構内交換設備工事

非常放送設備

競馬実況放送設備

(ケーブルラック上)EM-HP1.2-5P
ERM

３．ケーブル配線に於いて、壁立上げ・引下げ箇所ではケーブル保護の為

２．防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

    で貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

　　保護管使用の事。

＜非常放送設備＞

プルボックス

マンホール M3

共通

構内交換設備工事

構内交換設備工事

保守員・MDF室

ERM AMP

(FEP100)

(FEP100)

ERM

AMP

　　　配管、ハンドホールは別途工事とする。

NO SCALE

非常放送・競馬実況放送設備

系統図 E-3244















１Ｆ

設　　備　　幹　　線　　系　　統　　図

凡　例 特　記

２Ｆ

中　継　器　盤　点　数　表

系統
番号

中継
器盤
名称

　　機器種類
自火報 移報 監視

中継器盤
アドレス

合計

自火報

アドレス
合計

短絡部
切離用
中継器

（ＳＣＩ）

制御線
短絡部
切離用
中継器

盤寸法
（Ｈ×Ｗ×Ｄ）

ベル
ＥＬＶ
制御盤

Ｎ２
制御盤

（将来）

Ｎ２
制御盤

（将来）

ＳＣＩ
作 動

故障表示

アドレス付
発信機

自動試験機能付

回線数
アドレス数

ベル
鳴動用

アナログ
煙感知器

アナログ
熱感知器

＊ Ｒ－Ｓ
回線数

１Ｆ
１

１ １ ５
４

５

２ １８ １０

５３ １ １ ９００×５００×１６０２Ｆ ２ １６

アドレス数 １ １ ２ １ ４ ３４ １０

合計
回線数合計 １ １ １ ５ ４

５ ４ ３４ １０ ５３ １ １
アドレス数合計 １ １ ２ １

４
，

２
０

０

Ｒ－Ｓ

４
，
０
０

０

４
，

２
０

０
５

，
０

０
０

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）
ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

将来

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ＰＦ２２）×２
R

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ＰＦ２２）

ピット

２
，

１
６

０

２
，

１
６

０

※２

防水鋳鉄管 75φ×1本

防水鋳鉄管 75φ×1本

※１

　※２設備棟から各棟までの幹線において、配線は各棟の工事であり、

　※１         　は将来工事範囲を示す。

特記事項

EPS

ケーブルラック（構内交換設備工事）

ケーブルラック（構内交換設備工事）
ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ＰＦ２２）

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

階段 ＥＬＶ

Ｎ２

2

4

1 2

3 4

1

5 6

1

3

・火災受信盤

・発信機（アドレッサブル方式）　：１回線／１アドレス

・ベル用中継器（自動試験機能付）：１回線／１アドレス

・監視用中継器　　　　　　　　　：４回線／１アドレス

・自動試験機能付感知器　　　　　：１回線／１アドレス

　４）中継器１個あたりの仕様は下記の通り。

設備全体に波及しないよう切り離しを行うものとする。

（ショートサーキットアイソレータ）を設け、主信号線及び制御線短絡時に

　５）中継器盤内には、階ごとかつ一定エリア以下ごとに短絡部切離用中継器

・型式　　　　　　　　－光電アナログ式スポット型感知器

煙濃度５．２％／ｍ：注意表示

煙濃度１０％／ｍ：火災表示（２種相当）

煙濃度１７％／ｍ：防排煙設備連動（３種相当）

※５．２％／ｍ～１７％／ｍの範囲内で火災感度変更が可能

・自動試験機能付

・自動汚れ感度補正機能付

　６）　　　　の仕様は下記の通り。

・発報レベル

・イオン領域検出型

１０）煙感知器用点検ボックス（エレベータ昇降路用）の設置において、

　　　以下の工事区分はエレベータ工事とする。

　　　・エレベータ連動停止用スイッチ（スイッチ、取り付け、結線、試験）

　　　・注意喚起シール（シール、貼り付け）

１１）特記なき配管配線は下記の通りとする。

設備盤名称 信号種別 点  数

ＥＬＶ制御盤

Ｎ２制御盤（将来） １火災一括信号

経    由

中継器盤

中継器盤

１火災一括信号

※指定がある場合を除き、受信機から上記設備への移報停止が行えるものとする。

　９）防災監視盤より下記の設備盤へ移報を行う。（現地にて無電圧・有電圧の確認をすること）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６） ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ１．２－　２Ｃ

受変電

中央監視 １火災一括信号

中継器盤

中継器盤

１火災一括信号

１２）北門警備室棟受信盤（別途工事）より受信した火災確定信号を、表示器の最寄りのRS盤から、

　　　保守員室の中央監視 iTM盤（機械設備工事）に送る。

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（ケーブルラック上）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（ケーブルラック上）

　　　配管、ハンドホールは別途工事とする。

NO SCALE

E-3261凡例・注記・系統図

自動火災報知設備

アドレス回　線内　　　容

今　回　合　計 Ｌ６０ ＡＤ５３

ＡＤ１

ベル鳴動用

ＡＤ１

Ｌ１ ＡＤ１

ＡＤ４Ｌ４アドレッサブル発信機

自動試験機能付感知器 Ｌ４４ ＡＤ４４

ＳＣＩ作動・故障表示

ＥＬＶ制御盤移報用 Ｌ１

Ｌ４

Ｎ２制御盤移報用（将来） Ｌ１

Ｎ２警報（将来）

Ｎ２起動（将来）

Ｎ２放出（将来）

Ｎ２電路異常（将来）

Ｎ２手動中（将来）

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

ＡＤ２

R

収容

名 称 記 事

機　器　収　容　箱 埋込型　縦型

警　戒　区　域　番　号

発　信　機　番　号

Ｎ　２　区　域　番　号 （将来）

マ　ン　ホ　－　ル 構内交換設備工事

自　火　報　受　信　盤 既設

表　示　器 R型副表示

発　信　機

ＤＣ２４Ｖ　８ｍＡ　ダイオード内蔵地　区　音　響　装　置

光電式スポット型感知器

側面点検ＢＯＸ付光電式スポット型感知器

防水型定温式スポット型感知器

地区音響用　１０Ｋ終　端　抵　抗

ＥＬＶ工事Ｅ　Ｌ　Ｖ　制　御　盤

配　管　配　線 天井いんぺい

配　管　配　線 ケーブル線
配　管　配　線 地中埋設

配　管　配　線 立上り、引下げ、素通し

プ　ル　ボ　ッ　ク　ス

警 戒 区 域 境 界 線

中　継　器　盤 端子付

記　　号

特記参照

特記参照

特記参照

Ｎｏ．１

Ｐ型１級（アドレッサブル方式）　　フラット型表示灯付

Ｎｏ．１　～　６

Ｎｏ．１　～　４

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

設備棟
（中継器盤）

T-SE-1-1

（既設総合受信器盤）

北門警備室 EM-HP1.2-5P
（FEP100）

EM-HP1.2-10P

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※２

売店
空配管

設備棟

正門（中継器盤）
（FEP80）

　１）本工事は増築に伴う設備工事とする。

　２）本工事の全回線は、北門警備室既設総合受信器盤に収容接続する。

また、既設総合受信器盤の表示器を2階保守員室に設置する。

　３）総合受信器盤の本工事分表示内訳は下記のとおり（参考）。

※４５℃～８５℃の範囲内で感度変更が可能

６５℃：火災表示（特種相当）

・自動試験機能付

・発報レベル ５５℃：注意表示

・型式　　　　　　　　－熱アナログ式スポット型感知器

　７）　　の仕様は下記の通り。

　８）地区警報は一斉鳴動方式とする。
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6,700

名　　　称No. 備　　考

1

4

5

8

9

電源装置(PBX用)

MDF-1

10

走路照明 照明制御盤

競馬中継放送架

6

7

11

3.盤内には、ケーブル固定アングルを随所に設け、整線を行うこと。

2.総合盤扉に格納荷重をかけてはならない。

1.総合盤は鋼板製指定色塗装とする。形状及び寸法は全て参考とする。

注　記

  函体より台座を設けて機器を固定すること。

3 19インチラック

2 PBX

12

中央監視設備RS盤

1号開催本部棟 照明制御盤 将来用

ELV監視盤

MDF-2

MDF-3

13

14

R型副表示器,非常業務遠隔操作器,誘導灯信号装置

警報盤（太陽光）,デマンド監視装置

2号・3号スタンド 照明制御盤

保守員・ＭＤＦ室 詳細図
E-3271



　※１         　は将来工事範囲を示す。

特記事項

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

配線サイズ 配管 備考至自

※１　露出配管配線

既設組合事務所設備棟
（既設収納ボックス）（収納ボックス） 入退室監理設備EM-GI50/125-2C (G22)

既設組合事務所設備棟
（既設端子盤）（T-SE-1-1） 構内情報通信網設備EM-GI50/125-8C (G22)

既設組合事務所設備棟
（既設HE）（T-SE-2-1） テレビ共同受信設備S-10C-HFL (G22)

既設組合事務所設備棟
（既設端子盤）（PBX） 構内交換設備EM-EBT0.5-20P (G22)

1号スタンド テレビ室 S-10C-HFL (G22)既設組合事務所 競馬用中継テレビ設備

3号スタンド テレビ室
～設備棟

既設組合事務所 S-10C-HFL - 競馬中継用テレビ設備

配線サイズ 配管 備考至自

※２

既設組合事務所設備棟
（既設収納ボックス）（収納ボックス） 入退室監理設備

既設組合事務所設備棟
（既設端子盤）（T-SE-1-1） 構内情報通信網設備EM-GI50/125-8C

EM-GI50/125-2C

-

-

既設組合事務所設備棟
（既設端子盤）（PBX） 構内交換設備EM-EBT0.5-20P -

1号スタンド テレビ室 S-10C-HFL -既設組合事務所 競馬用中継テレビ設備

3号スタンド テレビ室
～設備棟

既設組合事務所 S-10C-HFL - 競馬中継用テレビ設備

注　　記

２.ケーブルころがし配線において壁の貫通及び引下げ等は、配管にて保護すること。

４.防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合は、関係法律に適合したもの

 （国土交通大臣認定工法又は配管突出（1m以上）及び両端口元耐火シール充填等)で

   貫通部に適合する延焼防止処理を施すこと。

５.プルボックスの仕様は下記による。（鋼板製、E端子付）

221
高さ寸法：100
よこ寸法：200
たて寸法：200

（傍記無しは 221 とする。）

　　（傍記 WP は屋外型、溶融亜鉛メッキ仕上げとする）

１.特記なき配管・配線は下記とする。

EM-UTP0.5-4P(CAT5e)

＜入退室監理設備＞

３.屋外露出部の配管は厚鋼電線管とし、ボックス共溶融亜鉛メッキ仕上げ(Z35)とする。

　 但し、ボルト・ナット・支持材等はＳＵＳ製とする。

備　　　考名　　　称記　　号

凡　　例

弱電端子盤

プルボックス

天井内ケーブル配線

露出配管・配線

仕様は注記参照

自火報受信盤

既設

非常業務放送架

非常放送設備

自動火災報知設備

共通

機器収納ボックス 破線は既設

入退室監理設備

A

事務室センタ装置 既設B

ヘットエンド 既設

テレビ共聴設備

HE

ＡＭＰ ※主装置を北門警備室に変更

※主装置を北門警備室に変更

WP

WP

WP

以降、
構内通信線路図 参照

外壁貫通処理50φ×4

※1 既設コンクリート柱

WP

出納長室 副管理者室

事務室

応接室

玄関

便所（男）

守衛室

倉庫

共済会事務室 浴室

風呂タキ

倉庫

厨房

食堂

便所（女）

湯沸

443

443

443

443

A

※2

※1

HE

A

増設

B

Ａ
Ｍ

Ｐ

A1:1/100 A3:1/200

平面図

既設組合事務所

E-3272



名      称 キー外形

運転休止

スイッチ

[２点２抜]

運
転

休
止

自
動

手
動

切火災管制

スイッチ

[３点３抜]

自
動

手
動

地震管制
スイッチ

（一般用ＥＶ）
[２点２抜] 　　　　行います

機　　　　　　能

　２．ホールアンカーが打てる時はＥＬＶ工事

　　　（建設工事）

注１．現地の壁側で施工して下さい（重量　約３０～４０Ｋｇ）

監視盤取付用ボルト位置

キースイッチ図

（▽はキーの抜差位置を示す）

エレベーター監視盤

貼付アクリル銘板

”エレベーター監視盤”

インターホン親機

３０×２００×ｔ２

50

（
Ｐ
１

０
ｘ
９

）

取付孔４-Φ２０

背面開口５０ｘ２００

運　　　転

異　　　常

管 制 完 了

停電時自動着床

地 震 管 制

火 災 管 制

ランプ

テスト リセット

ブザー

ＮＯ．１

冠 水 管 制

高　ガ　ル

Ｐ　　　波

40

運
転

休
止４－Ｍ１０

又は相当のボルト

　ＬＥＤ図

背面開口

（５０×２００）

一般用：Ｅ－０１ＭＶ
　　　　本体ワームブラウン

平面把手Ａ－２４０－Ａ－２－１

ＡＣ－ＧＣ１００Ｖ／０．５kVA

火報信号接点無電圧Ａ接点(連続信号）１ケ

エレベーター監視盤
・配管は電気工事
・配線は電気工事

（火災時にＯＮする無電圧Ａ接点）
（接点定格：ＤＣ２４Ｖ、０．１Ａ以上）

浦和競馬場設備棟弱電設備工事
名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名
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ＮＯ．１
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Ｐ

Ｅ
Ｖ
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．
９

　
－

２
０

Ｐ
ｘ

１
(操

作
・

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

用
)

昇

降

路

機械室レス

制　御　盤

１

２

３

４

５

６

シルク印刷仕様：書　体）和　文＝丸ゴシック体

　　　　　　　　　　　　英数字＝丸ゴシック体

　　　　　　　　大きさ）表示部：５ｍｍ、操作部４ｍｍ

　　　　　　　　ライン）０．５ｍｍ

　　　　　　　　　色　）

７

使用ＬＥＤ：丸　型）ＭＤ－５１０シリーズ（押野電気）

８

ＬＥＤ表示色：緑））運転灯

　　　　　　　赤）上記以外の全て

９

操作部：ランプテスト、ブザーリセット

　　　　　押釦スイッチはＬＢ３シリーズ（ＩＤＥＣ)

　　　　　レンズ透明、記名板乳白、本体黒色

１０

表示灯電源：ＤＣ２４Ｖエレベーター監視盤構成

１１

操作電源：ＤＣ２４Ｖ又は４８Ｖエレベーター側構成

１２

インターホン電源：ＤＣ６Ｖエレベーター側構成

ＥＬＶ：全号機パラレル伝送とする

機械室レスのインターホンはカゴのみとする

筐体部：鋼板製ｔ１．６指定色焼付塗装仕上

筐体指定色：

表面部：文字・ラインはシルク印刷とする

１３

入力電源：ＡＣ－ＧＣ１００Ｖ

表示灯バックアップ用のＵＰＳ(電源装置）は内蔵しません

Ｐ波感知器またはＳ波感知器が作動したとき点灯します

火災管制運転に切り換ったときに点灯します

＃９００

各表示灯の球切れをチェックします

各エレベーターのカゴとの連絡用に設けてあります

ブザーが鳴っている時に押すとブザーが鳴り止み、異常灯は復旧するまで点灯します

カゴが運転可能なとき点灯します

安全装置が作動した場合、戸を開かない場合等によりカゴが再起動不能の場合点灯します

機　　　　　　能

管制運転において、カゴが指定階に着床し戸が全開するとき点灯します

地震管制灯

火災管制灯

発光ダイオード　φ５　赤色

発光ダイオード　φ５　赤色

停電時自動着床灯 発光ダイオード　φ５　赤色

キースイッチ

ブザーリセット

インターホン

ランプテスト

三菱電機製

ＩＤＥＣ

ＩＤＥＣ

管制完了灯

運転灯

異常灯

種　　　　　　類名      称

発光ダイオード　φ５　緑色

発光ダイオード　φ５　赤色

発光ダイオード　φ５　赤色

ＮＩＣ製　ＤＣ６Ｖ

停電時自動着床電源供給時点灯、停電時自動着床電源遮断時消灯します

Ｐ波感知器（初期微動）が作動したとき点灯しますＰ波灯

Ｓ波感知器で高ガルを感知したとき点灯します高ガル灯

発光ダイオード　φ５　赤色

発光ダイオード　φ５　赤色

冠水管制運転に切り換ったときに点灯します冠水管制灯 発光ダイオード　φ５　赤色

「運転」　：通常運転となります

「休止」　：指定階に帰着休止します

「手動」：地震計動作の有無に関係なく地震管制運転を

「自動」：地震計出力による地震管制運転を行います

「自動」：火災信号と連動して火災管制運転を有効にします

「切」　：火災管制運転を無効にします

「手動」：バンク毎の全号機一斉に避難階帰着運転となります

　　昇降機設備工事区分

　　エレベーター関係　工事内容 建築工事 電気工事
その他

設備工事
昇降機工事 備　考

○

２ 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場合）並びにシキイ受材の設置工事

３ 鉄骨構造階の三方枠、インジケーター、押ボタン、ハンガーケース等の取付用鋼材設置工事

４ 各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事 ○

５ 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事 ○

６ 通過階がある場合の非常口設置工事（自動閉鎖式かつ自動施錠付，巾：７５０以上×高さ：１２００以上）

７ ピット内防水仕上工事 ○

８ ピット内タラップ設置工事 ○

９

１０ ピット床下部使用の場合の建築対策工事

１１ ピットが深い場合の埋め戻し工事

１２

１３

１４

昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビームの設置工事（２０ｋＮ）／台

○

機器搬入口の仮設及び復旧工事

その他建築に関する工事

１ 動力用電源・照明電源・接地線の昇降路受電端子迄の引込工事（繋ぎ込み工事含む） ○

２ インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事（０．９φ×１０本）／台 ○

３ 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事 ○

５ エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から最寄の電話中継盤まで） ○

６ ピット内点検用コンセント設備工事（照明用ＡＣ－ＧＣ１００Ｖとは別系統のこと） ○

７ 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこと） ○

８

９

１０

かご内ＴＶカメラ用配管配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

１１

放送用配管配線の昇降路制御盤までの引込工事（非常放送がある場合３線式とすること）

１２

昇降機設備監視盤製作

１３

昇降機監視盤用電源の監視盤までの引込工事

監視盤取付位置より昇降路までの配管配線工事（０．９φ×　　　本）／台

停電時電源識別接点の監視盤までの引込工事

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設

備

関

係

１
昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とすること）

ピット内点検口設置工事（ピット深さが３０００を超える場合）

（自動閉鎖式かつ自動施錠付，巾：７５０以上×高さ：１２００以上）

建

築

関

係

　平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし

　戸が開いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

１４ 昇降路の換気設備工事：発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／１台）＋エアコン（　　　　－Ｗ／１台）

　（平成１２年建設省告示１４１３号第１第三号二により昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要があります）
○

２ コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと ○

３ 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率５％以内のこと ○

４

本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平均９０％・日平均９５％未満
○

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因となるような塵及び化学的有害ガスがないこと ○

屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等） ○５

昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと ○６

昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないように願います（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号） ○７

遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること ○８

輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は概ね２５０ｋｇ以下とする ○

換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと ○

９

１０

１１

エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズにより、他の設備が影響を受ける恐れがあります。

エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部階段などから最上階および最下階エレベーターホールへ

アクセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経由しないこと）
○

１ 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇降路頂部まで）にわたり確保のこと ○

○

　　　かつ急激な温度変化等により氷結・結露しないこと

注

意

事

項

施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００ ○１５

１２

次の対策をお勧めします。

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源線・通信線を１ｍ以上分離する。

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する。

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分離をする。

配膳車対応仕様とした場合は積載量の１／２（最大５００ｋｇ）まで対応できます

４ 遮煙ドア採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災感知器または、煙感知器の設置工事 ○

１３

１４

乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後に施工願います。

乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあります。

乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工事）を行って下さい。

風圧により乗場の戸が閉まらない恐れがあります。

○

○

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 Ｎｏ１

基

本

仕

様

機種 機械室レスエレベーター

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ６００ｋｇ

定員 ９名

定格速度 ６０ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅　ＪＪ ８００ｍｍ

出入口高さ　ＨＨ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口　ＡＡ） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行　ＢＢ） １１００ｍｍ

かご室内法高さ ２３００ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ２停止（１－２階）

動力用電源 ＡＣ－ＧＣ３φ－２００Ｖ－５０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ－ＧＣ１φ－１００Ｖ－５０Ｈｚ

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

敷居間隔 １０ｍｍ

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置（ＭＥＬＤ） あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）（１－２階）

乗場敷居 アルミ製（１－２階）

乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ（橙色）　ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート（１－２階）

乗場ボタンタイプ（非接触式タッチレスボタン） フラット文字・白色ＬＥＤ（１－２階）

乗場インジ運行表示灯１ 休止表示

乗場休止スイッチ あり

乗場休止スイッチ取付位置 乗場インジ組込

か

ご

室

仕

様

天井 ＣＬ２：ダウンライト（白色）　天井面材：化粧鋼板

正面壁 化粧鋼板

側面壁 化粧鋼板

袖壁材質 ステンレスヘアライン

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

巾木 ステンレスヘアライン

かご床 樹脂タイル２ｍｍ　エレベーター工事

かご室敷居 アルミ製　２枚戸両引き用

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤フェースプレート材質 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

かごボタンタイプ（非接触式タッチレスボタン） フラット文字・白色ＬＥＤ

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）

かご操作盤液晶インジケーター表示言語 平常時（日英）、注意喚起（日英／中韓切替）、緊急時（日英中韓）

かご室換気 ヘルスエアー（空気中のウイルス・菌の抑制、脱臭、集塵機能）

壁保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

気配りドアセンサ あり

セーフティシュー 片側（マルチビームドアセンサー付き）

センシングドアシステム（ＴＯＦセンサ） タッチレス戸閉促進・乗場前検知挟まれ防止

遮煙機能 ディフェンスドア　２枚戸両引き用（１－２階）

点字名板取付方法 なし

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

冠水時管制運転 あり

インターホン型式 ６Ｖ１局

乗場インターホンボックスタイプ 鋼板塗装（埋め込み形）

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

かご室スピーカー あり

スピーカーＯＮ－ＯＦＦスイッチ あり（開戸内設置）

高調波対策種類 ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）

フェッシャープレート エレベーター手配（標準品）

レール支持方式 １フロア１ブラケット

煙感知器点検口スイッチ 正面側上部取付　【標準】

仮設動力電源 １式

戸開走行保護装置 国土交通大臣認定品

昇降機設備詳細図－１  （仕様書）
E-3281

２

２





名

尺

称

縮

図

面

電気設備図
区
分

訂

正

設計

図面

番号

特

記

埼玉県

浦和競馬組合 第 号 池田　靖１級建築士登録

設備設計1級建築士証交付（番号）第 4745 号

346629

納品図書
設計

設計

法適合

意見 第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

第 号建築設備士登録

課長 副参事 主幹 主査 担当

飛塚 石井 井上桑名 桑名

▽1FL

▽2FL

▽RFL1

▽ピット

▽RFL2

EPS 電気室

倉庫5

倉庫1

（将来：サーバー室）

※１

備　　　考名　　　称記　　号

ケーブルラック 構内交換設備工事

至　1号スタンド、2号スタンド
　　3号スタンド

配線サイズ 配管 備考至

地中埋設配管配線 GL-600

自

※１

2号スタンド

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

(地下1階 EPS)

▽GL

3号スタンド
(地下1階 CVCF室)

マンホール M3 構内交換設備工事

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

配管・配線 別途工事

設備棟
(サーバー室)
(投票センター)

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-GI50/125-24C×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

EM-GI50/125-8C×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-30P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-20P×2(別途工事)

EM-CPEES0.65-10P×4(別途工事)

EM-CPEES0.65-5P×1(別途工事)

1号スタンド
(サーバー室)

富士通フロンテック

EM-CPEES0.65-50P×5(別途工事)

EM-CPEES0.65-50P×6(別途工事)

　防水鋳鉄管  75φ×2本
山口シネマ

　防水鋳鉄管  75φ×6本
富士通フロンテック

3号スタンド
(新ＴＶ室)

1号スタンド
(ＴＶ室)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

設備棟 監視用

設備棟 映像用

設備棟 RF用(各室)

(投票センター)

設備棟 映像用
(投票センター)

設備棟 予備

山口シネマ

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

4E6AT×4(別途工事)

EM-GI50/125-4C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

EM-GI50/125-12C(別途工事)

(EM-GI50/125-12C)

2,
1
60

4
,0

00
4,

00
0

1
,0

0
0

20
0 (FEP100)

(FEP100)
×3本

NO SCALE

参考 別途インフラ 弱電設備 系統図
E-3291浦和競馬場設備棟弱電設備工事

凡　　例

（将来：投票センター）
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